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8月31日 紫波町図書館が開館します  02特集

元プロ野球選手が指導
町の話題
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町の話題

五郎沼の古代ハス
季節のPhoto

五郎沼の古代ハス
季節のPhoto

はす　　

古代蓮まつり
町の話題

はす　　

古代蓮まつり
町の話題

しわっせを
利用する親子
しわっせを
利用する親子

[表紙の写真] 子育て応援センターしわっせは、広
い室内に風船や珍しい遊具があって、その開放的
な雰囲気に、子どもたちの笑顔がはじけていま
す。この施設は、子育て中のパパ、ママが交流し
合える広場としてオープンしました。8月1日から
は「一時預かり業務」もスタートしています。（詳し
くは5ページをご覧ください）

06 報告 まちづくり座談会
12 一里坂の松もマツクイ
 ムシの被害で伐採
13 空間放射線量の測定
 結果をお知らせします

06 報告 まちづくり座談会
12 一里坂の松もマツクイ
 ムシの被害で伐採
13 空間放射線量の測定
 結果をお知らせします

14 豊かな公が息づくまち
 市民活動支援センター
 「ゆいっとサロン」のご紹介
16 健やかランド紫波
22 ハワードさんの英語クイズ

14 豊かな公が息づくまち
 市民活動支援センター
 「ゆいっとサロン」のご紹介
16 健やかランド紫波
22 ハワードさんの英語クイズ

24 シリーズ行ってみよう
 紫波の伝統食を作る
 「高野豆腐の肉詰め煮」「白あえ」

24 シリーズ行ってみよう
 紫波の伝統食を作る
 「高野豆腐の肉詰め煮」「白あえ」

楽し
いね

“しわ
っせ ”

子育て応
援センターがにぎわっています
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紫
波
町
教
育
委
員
会
が「
紫
波
町

図
書
館
基
本
構
想
・
基
本
計
画
」を

策
定
し
た
の
は
、平
成
21
年
３
月
24

日
の
こ
と
で
し
た
。計
画
策
定
に
至

る
ま
で
に
は
、平
成
18
年
か
ら
県
立

図
書
館
や
教
育
関
係
機
関
を
は
じ

め
、図
書
館
を
つ
く
り
育
て
る
会
、

町
民
の
図
書
館
を
つ
く
ろ
う
委
員
会

な
ど
に
よ
る
図
書
館
整
備
検
討
委

員
会
が
開
か
れ
、数
多
く
の
提
言
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、来
た
る
８
月
31
日
、つ
い

に
町
に
初
め
て
の
図
書
館
が
開
館
し

ま
す
。

　
8
月
30
日
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
、31

日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
経

て
、本
の
貸
し
出
し
が
始
ま
り
ま
す
。

図
書
館
で
新
し
い
文
化
と
情
報
に
包

ま
れ
て
、豊
か
な
時
間
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。ご
家
族
や
お
友
達
と一緒

に
図
書
館
に
出
か
け
ま
し
ょ
う
。

オガールプラザ内に
8月31日

紫波町図書館が
開館します



階段

階段

あかちゃんのへやおはなしのへや調べ物コーナー

農業支援図書
ビジネス支援図書

学習室（交流館中スタジオ兼用）
読書テラス（飲食可）

閲覧カウンター（飲み物可）

■
図
書
館
の
基
本
と
な
る
３
つ
の
役
割

①「
知
り
た
い
」を
支
援
す
る
図
書
館

　

町
民
の
あ
ら
ゆ
る〝
知
り
た
い
〟に
応
え
、潜
在
的
、

将
来
的
な
利
用
を
見
据
え
た
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

②「
学
び
た
い
」を
支
援
す
る
図
書
館

　

町
民
の〝
学
び
た
い
〟に
応
え
、活
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
に
役
立
つ
情
報
を
提
供
し
ま
す
。紫
波
町
の
歴
史・

風
土・文
化
に
出
合
い
、発
信
す
る
場
を
提
供
し
ま
す
。

③「
遊
び
た
い
」を
支
援
す
る
図
書
館

　

町
民
の
知
と〝
遊
び
た
い
〟と
い
う
欲
求
を
満
た
し
、

文
化
的
、娯
楽
的
活
動
な
ど
に
よ
る
新
し
い
創
造
と
交

流
が
生
ま
れ
る
た
め
の
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

■
運
営
方
針
３
つ
の
柱

■
図
書
館
は「
情
報
と
知
の
交
流
」の
場

　

紫
波
町
図
書
館
は
、情
報
交
流
館（
交
流
館・図
書

館
）に
設
置
さ
れ
た「
情
報
と
知
の
交
流
」の
場
と
し
て

利
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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手塚 美希さん（中央） 主任司書
　秋田県上小阿仁村出身。ふるさとの村に図書館をつ
くりたいと一念発起して司書となり、千葉県浦安市立図
書館、秋田市立図書館、秋田県立図書館を経て紫波町
へ。ふるさとの図書館はすでに開館していたので、図書
館の設計段階から関わることのできる紫波町図書館で
の勤務を選択。図書館や本に興味がなかった人にこそ
来ていただきたいです。赤ちゃんからご高齢の人まで、誰
もが気持ちよく利用できる雰囲気づくりを心がけました。
皆さんに頼りにされる図書館を目指します。

阿部 祐子さん（右） 司書
　平沢在住。図書室の手伝いをしたいと思い、司書補
の資格を取得して、町の臨時職員に。最初は町民課に
配属となり、その後、希望する図書室への異動が決まり、
3年後に読書推進指導員となって、晴れて司書の資格を
取得。図書室には通算12年間在籍し、皆さんからいろい
ろ教わりながらやってきました。図書館は規模も大きくなり
不安もありますが、自分ができることを頑張りたいです。

女鹿 晴之介さん（左） 司書
　一戸町奥中山出身。一戸町立図書館を経て紫波町
図書館へ。趣味は体力づくりを兼ねてのランニング。時間
をみつけて10キロぐらい走っています。移動図書館「か
たくり号」を担当し、移動車の運転や図書の貸出業務を
行います。移動図書館は、これまでと同じ1カ月に5日程度
の予定で巡回します。お近くに寄りましたなら気軽にお声
をかけてください、よろしくお願いします。

子どもたちと
本をつなぐ

（0歳から高校生まで）
子どもたちが、0歳から高校生までの
どの段階でも本と出会える場を提供。
棚（書架）の高さを工夫し、年齢ごとに

利用しやすい環境づくりを
目指します。

地域資料を
収集・保存

紫波町に関わる地域の
資料を収集、保存します。

研究者から観光客の人まで
誰でもここにくれば

紫波町のことが分かるように
情報収集を進めます。

地域の産業支援
紫波町は農業の盛んな町。
主に農業の情報収集・提供を

目指します。
また、地域の課題解決のための

発見・アイデアの発想・
解決手法の情報を
収集・提供します。

※図書館の館内では静かな音楽を流し、くつろぎの時間を演出します。また、
「あかちゃんのへや」には子育て情報などを集め、隣には授乳室があります
ので、赤ちゃん連れのご家族も、気兼ねなく過ごせるよう配慮しています。

図書館で
は

今まで出
会えなか

った

楽しいこ
とをみつ

ける

ことがで
きますよ

！

司書を
紹介します

0歳児向幼児向小学生向中・高生向一般図書

情報交流館

交流館
人と人の交流

図書館
情報と知の交流

⬆
町民の意見と要望を集めて企画・設計

（紫波町図書館基本構想）

2階

1階



◇
カ
ー
ド
登
録
対
象
者

①
町
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
人

②
盛
岡
市
、
花
巻
市
、
矢
巾
町
、
雫
石
町
、
滝

沢
村
在
住
の
人
（
一
部
利
用
で
き
な
い
サ
ー

ビ
ス
が
あ
り
ま
す
）

※
図
書
館
内
資
料
の
閲
覧
は
カ
ー
ド
登
録
が
な

く
て
も
利
用
で
き
ま
す
。

◇
開
館
時
間

　
火
～
金
曜
日　
午
前
10
時
～
午
後
7
時

　
土
・
日
曜
日
、
祝
日　
午
前
10
時
～
午
後
６

時
◇
休
館
日

　
月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
、
翌
日

以
後
最
初
の
平
日
）

　
年
末
年
始
（
12
月
29
日
～
１
月
３
日
）

　
館
内
整
理
日
（
月
末
最
後
の
平
日
）

　
特
別
整
理
期
間
…
毎
年
7
日
以
内

◇
貸
出
冊
数　
本
、雑
誌
、Ｃ
Ｄ
な
ど
１
人
20
点

以
内（
開
館
後
し
ば
ら
く
は
10
点
以
内
、う
ち

Ｃ
Ｄ
な
ど
は
２
点
以
内
）

◇
貸
出
期
間　
15
日
以
内

図 書 館
利用案内

4

本
と
あ
そ
ぼ
う

全
国
訪
問
お
は
な
し
隊

　
楽
し
い
お
話
を
た
く
さ
ん
乗
せ
て
、お
は
な
し
隊

が
や
っ
て
き
ま
す
。ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

◆
日
　
時
　
８
月
30
日
（
木
）

　
　
　
　
　
午
後
２
時
30
分
～
３
時
35
分

◆
会
　
場　
オ
ガ
ー
ル
プ
ラ
ザ
駐
車
場
内
、図
書
館
内

◆
内
　
容　
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
見
学
／
お
は
な
し
会

◆
対
　
象　
1
～
6
歳
児

◆
主
　
催　
講
談
社

◆
問
合
せ　
紫
波
町
図
書
館

　
　
　
　
　
☎（
６
７
１
）３
７
４
６

プレ
イベント
8/30

■
日
時　
８
月
31
日
（
金
）

■
会
場　
情
報
交
流
館　
市
民
交
流
ス
テ
ー
ジ

■
内
容

開
会
式　
テ
ー
プ
カ
ッ
ト　
午
前
９
時
45
分
～

　
開
館
式
後
、
自
由
見
学
、
貸
出
開
始

記
念
イ
ベ
ン
ト

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
午
後
２
時
～
４
時

『
紫
波
町
図
書
館
で
で
き
る
こ
と
』

○
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
山
崎
博
樹
氏　
紫
波
町
図
書
館
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
（
秋
田
県
立
図
書
館
副
館
長
）

○
パ
ネ
リ
ス
ト

　
小
林
是ぜ

こ
う綱
氏　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地
域
資
料

　
　
　
　
　
　
　

  

デ
ジ
タ
ル
化
研
究
会
理
事
長

　
豊
田
高
広
氏　
愛
知
県
田
原
市
中
央
図
書
館
長

　
熊
谷
育
子
氏　
図
書
館
を
つ
く
り
育
て
る
会
会
長

　
手
塚
美
希
氏　
紫
波
町
図
書
館
主
任
司
書

8/31紫波町図書館
オープニングイベント

企
画
展
示

イ
ベ
ン
ト

『
わ
た
し
の
1
冊
』

　
紫
波
町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人
た
ち
が
お
薦

め
す
る
本
を
展
示
、
貸
し
出
し
し
ま
す
。

■
期
間　
8
月
31
日（
金
）～
10
月
29
日（
月
）

■
会
場　
図
書
館
内
一
般
書
フ
ロ
ア

　
　
　

 

「
展
示
コ
ー
ナ
ー
」

『
お
は
な
し
会
』

　
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
よ
る
楽
し

い
お
は
な
し
会
で
す
。

■
日
時　
9
月
1
日（
土
）、2
日（
日
）

　

 

午
前
の
部　
午
前
11
時
～
11
時
30
分

　

 

午
後
の
部　
午
後
3
時
～
3
時
30
分

■
会
場　
図
書
館
内
児
童
書
フ
ロ
ア

　
　
　

 

「
お
は
な
し
の
へ
や
」
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交
流
館
に
続
き
開
館
す

る
図
書
館
に
は
、７
つ
の
目

的
が
あ
り
ま
す
。そ
の
中
で

『
出
会
い
』は
大
き
な
役
割
を

演
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。本

や
情

報
と
の
出
会
い
、町
の
歴
史
・
風

土
・
文
化
と
の
出
会
い
、人
と
の
出
会
い

な
ど
の
場
を
提
供
し
、さ
ま
ざ
ま
な
出
会

い
の
場
と
機
会
を
つ
く
り
ま
す
。

　

お
母
さ
ん
が『
あ
か
ち
ゃ
ん
の
へ
や
』

で
話
し
て
聞
か
せ
た
フ
ァ
ー
ス
ト
ブ
ッ

ク
は
、き
っ
と
成
長
の
糧
と
な
る
こ
と
で

し
ょ
う
。『
お
は
な
し
の
へ
や
』で
は
、子

ど
も
た
ち
が
夢
と
想
像
力
を
膨
ら
ま
せ

ま
す
。中
高
生
は
テ
ィ
ー
ン
ズ
の
コ
ー

ナ
ー
で
瞳
を
輝
か
せ
、ソ
フ
ァ
で
は
大
人

が
、ゆ
っ
た
り
と
読
書
を
愉た

の

し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

人
は
図
書
館
を
通
じ
て
人
と
出
会

い
、新
た
な
交
流
を
生
み
出
し
ま
す
。繰

り
返
す
出
会
い
は
交
流
館
で
の
活
動
と

な
り
、新
た
な
文
化
が
芽
生
え
、や
が
て

花
開
き
果
実
と
な
る
。そ
の
連
鎖
の
中
で

『
新
し
い
自
分
を
発
見
す
る
』こ
と
が
で

き
た
な
ら
、そ
れ
は
究
極
の
出
会
い
で
あ

り
、使
命
の
達
成
で
す
。

　

豊
か
な
人
生
は
文
化
を
基
盤
と
し
て

お
り
、文
化
無
く
し
て
町
の
発
展
は
成
し

得
ま
せ
ん
。図
書
館
は
、文
化
を
創
る
あ

な
た
と
町
の
フ
ァ
ー
ス
ト
ブ
ッ
ク
な
の
で

す
。皆
さ
ま
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
ま

す
。

（
紫
波
町
情
報
交
流
館
館
長  

工
藤  

巧
）

「オガール東広場」８月３１日オープン
　オガールプラザ前に整備中の「オガール東広場」が、いよいよ８月３１
日から、一般開放されます。構想段階から関わる市民の思いがたくさん詰
まった広場です。憩い、くつろぎ、交流の場として、どうぞお気軽に、そして
大切にご利用ください。
　　紫波中央駅前地区では、今回完成した「オガール東広場」のほか、すで
にご利用いただいている「スポーツ交流公園」を含め、いくつかの公園や
広場で構成される「紫波町交流公園」の整備が進められています。今後は
西広場などが整備される予定です。
※スポーツ交流公園＝岩手県フットボールセンターとサン・ビレッジ紫波や周辺の
緑地などを含む一体の部分です。

広場にはこんな特色が
★まちのえぐね
　屋敷の周囲にある林「えぐね」をイメージ
して東西に配置。高木やデッキがあり、人々
が気軽に立ち寄れる空間を作り出します。
★芝のコート
　東西の“まちのえぐね”をつなぐ空間とし
て、広々と多目的に使える芝生広場です。
★憩いのあずまや「屋外スタジオ」　
　オガール東広場には６つの屋外スタジオ
があります。打ち合わせやおしゃべり、休
憩などの空間として、自由にご利用いただ
けます。
※広場や屋外スタジオを占用する（借り切って使
う）場合は、占用料をいただきますので、お問い合
わせください。

■問合せ　企画課 公民連携室　☎６７２-２１１１　内線６３２５

紫波町交流公園は、平
成２１・２２年度の構想の
段階から、市民とワーク
ショップ形式で検討を重
ね、オガールプロジェク
トの一環として整備を進
めてきました。「都市と農
村の新しい結びつき」を
テーマに、西側の農村風
景と山並みを、紫波中央
駅前の市街地化された
空間に生かし、建物と公
共空間の一体的活用に
よる賑わいの創出を図ろ
うとするものです。

館長からごあいさつ

　
町
は
８
月
１
日
か
ら
、紫
波
町
子
育
て
応
援
セ
ン
タ
ー

し
わ
っ
せ
の一時
預
か
り
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。ご
家
庭

の
用
事
な
ど
で
お
母
さ
ん
が
保
育
で
き
な
い
時
間
帯
に
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

●
対
象　
町
内
在
住
の
満
１
歳
以
上
の
未
就
学
児

●
料
金　
一時
間
当
た
り
３
０
０
円（
お
や
つ・給
食
の
提
供

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、各
自
で
ご
準
備
く
だ
さ
い
）

●
利
用
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分（
月
～
金
曜
日
）

●
申
込・登
録

・
ご
利
用
前
に
児
童
の
面
接
を
行
い
ま
す
。事
前
に
申

し
込
み
の
上
、親
子
で
面
接
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。（
１

時
間
程
度
か
か
り
ま
す
）

・
面
接
が
終
わ
り
、利
用
登
録
後
は
、電
話
な
ど
で
利
用

の
予
約
が
で
き
ま
す
。

・
申
込
状
況
に
よ
っ
て
は
、お
預
か
り
が
で
き
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

・
登
録
と
面
接
は
、虹
の
保
育
園
、古
館
保
育
所
で
も
で

き
ま
す
。

●
問
合
せ　
紫
波
町
子
育
て
応
援
セ
ン
タ
ー
し
わ
っ
せ（
オ

ガ
ー
ル
プ
ラ
ザ
東
棟
２
階
）　
☎（
６
７
１
）２
２
０
０

「一時
預
か
り
」 

が
ス
タ
ー
ト

子
育
て
応
援
セ
ン
タ
ー
し
わ
っ
せ



町
か
ら
の
話
題

　

座
談
会
の
最
初
に
町
か
ら
提
供
し
た
、４
つ
の

話
題
を
お
伝
え
し
ま
す
。

■
新
庁
舎
の
建
設

　

当
日
説
明
し
た
新
庁
舎
の
概
要
は
次
の
と
お
り

で
す
。具
体
的
な
内
容
は
、決
ま
り
次
第
、説
明

会
な
ど
を
開
き
、ご
意
見
を
伺
って
い
き
ま
す
。

【
庁
舎
の
位
置
】紫
波
中
央
駅
前
二
丁
目
３
番
地
１

（
オ
ガ
ー
ル
エ
リ
ア
内
／
薬
師
神
社
東
側
）

【
敷
地
面
積
】約
６
６
０
０
㎡（
駐
車
場
含
む
）

【
整
備
手
法
】Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式

（
民
間
事
業
者
が
資
金
調
達
、設
計
、建
設
、維

持
管
理
を
一括
し
て
行
う
も
の
で
、支
払
い
は
15

年
間
の
長
期
の
べ
払
い
）

【
整
備
日
程
】9
月「
事
業
契
約
締
結
」、10
月

「
設
計
開
始
」、平
成
25
年
9
月「
着
工
」、平

成
27
年
5
月「
供
用
開
始（
予
定
）」

【
構
造
】木
造
建
築

【
環
境
への
配
慮
】太
陽
光
発
電
な
ど

■
水
道
事
業
の
広
域
統
合

　

今
回
の
広
域
統
合
は
、恒
久
的
な
安
定
給
水
、

効
率
的
な
施
設
利
用
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
行

う
も
の
で
、平
成
23
年
10
月
6
日
に「
岩
手
中
部

地
域
水
道
事
業
の
統
合
に
関
す
る
覚
書
」に
調

印
し
、現
在
、事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。町
の
現
状

と
、統
合
後
の
整
備
計
画
を
説
明
し
ま
す
。

【
現
状
】

○
町
の
水
道
施
設
が
整
備
さ
れ
て
約
40
年
が
経

過
。老
朽
化
か
ら
水
道
管
の
水
漏
れ
や
腐
食
に

よ
り
赤
サ
ビ
が
混
入
す
る
状
況
。

○
町
の
水
源
は
地
下
水
や
湧
き
水
が
主
体
。浄
水

施
設
は
、環
境
の
変
化
に
よ
る
水
量
の
減
少
や
、

水
質
の
変
化
か
ら
対
応
が
厳
し
い
。

【
統
合
後
の
施
設
整
備
計
画
】

○
町
の
水
源
と
し
て
水
分
、古
館
、赤
沢
の
３
施
設

を
残
し
、老
朽
化
の
進
む
小
規
模
な
４
施
設
を

廃
止
。こ
の
こ
と
に
伴
い
、入
畑
ダ
ム
と
北
上
の

岩
手
中
部
浄
水
場
か
ら
受
水
。

○
ダ
ム
や
河
川
な
ど
の
安
定
し
た
水
源
施
設
を
中

心
に
再
構
築
。

○
片
寄
配
水
池
を
２
０
０
０
㎥
か
ら
４
０
０
０
㎥
に

増
設
。（
町
で
消
費
す
る
1
日
分
を
貯
留
可
能
）

○
古
館
水
源
系
の
施
設
を
１
日
４
０
０
０
㎥
ろ
過
で

き
る
施
設
に
更
新
し
、低
水
圧
地
区
の
解
消
の
た

め
配
水
池
の
整
備
も
行
う
。

○
北
上
川
東
部
に
も
北
上
市
か
ら
の
送
水
管
を

整
備
す
る
。

■
下
水
道
料
の
値
上
げ

・
町
は
、
下
水
道
使
用
料
の
改
定
（
値
上
げ
）

を
検
討
し
て
い
ま
す
。

【
対
象
施
設
】

　

公
共
下
水
道
、農
業
集
落
排
水
、小
規
模
集
合

排
水（
管
理
型
浄
化
槽
は
除
く
）

【
使
用
料
改
定
の
目
的
】

　

将
来
に
わ
た
って
事
業
継
続
で
き
る
よ
う
、経
営

の
健
全
化
を
図
る
こ
と
が
目
的
。

・
平
成
23
年
度
決
算
で
、下
水
道
事
業
会
計
は

約
1
億
8
千
万
円
の
赤
字
。こ
の
状
態
で
は
、

多
額
の
赤
字
が
積
み
重
な
り
、将
来
世
代
へ
負

担
を
先
送
り
す
る
こ
と
に
な
る
。

【
改
定
時
期
と
上
げ
幅
】

時
期
：
平
成
25
年
４
月
１
日（
５
月
請
求
分
か
ら
）

上
げ
幅
：
平
均
15
％
程
度（
平
均
的
な
汚
水

量・月
20
㎥
の
場
合
）

税
込
２
８
８
９
円
→
３
３
２
２
円（
月
４
３
３
円

の
負
担
増
）の
見
込
み

【
説
明
会
の
開
催
】

開
催
時
期
：
平
成
24
年
秋

　
「
ま
ち
づ
く
り
座
談
会
」は
、6
月
28
日
か
ら
７
月
12
日
に
か
け
て
、

町
内
9
カ
所
で
開
催
し
ま
し
た
。町
長
や
町
の
幹
部
職
員
が
、各
地
区

を
訪
問
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
暮
ら
す
皆
さ
ん
か
ら
、２
０
０
を
超

え
る
ご
要
望
や
ご
提
言
を
直
接
伺
い
ま
し
た
。各
会
場
で
出
さ
れ
た

ご
意
見
を
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。

報　告

まちづくり
座 談 会

情報交流館会場の様子
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開
催
場
所
：
各
地
区
公
民
館

※
詳
し
く
は
後
日
、広
報
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
小
学
校
統
合
に
関
す
る
町
教
育
委
員
会

の
考
え
（
東
部
地
区
で
の
み
説
明
）

・
学
校
統
廃
合
は
、
教
育
委
員
会
と
し
て
現
在

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

・
今
回
、
学
校
の
統
廃
合
に
つ
い
て
お
話
し
す

る
の
は
、
町
議
会
で
「
東
部
地
区
で
意
見
を

聴
取
し
た
方
が
良
い
」
と
の
提
言
を
い
た
だ

い
た
た
め
で
す
。

・
小
学
校
で
２
学
年
の
合
計
数
が
16
人
以
下
に

な
る
場
合
に
複
式
学
級
に
な
り
ま
す
。
（
現

在
、
赤
沢
・
星
山
・
佐
比
内
の
小
学
校
で
４

つ
の
複
式
学
級
が
あ
り
ま
す
）

・
複
式
学
級
は
、
教
え
る
先
生
も
大
変
で
す

が
、
子
ど
も
に
と
っ
て
も
不
利
益
が
生
じ
ま

す
。
そ
の
た
め
、
町
単
独
で
先
生
を
雇
用

し
、
複
式
学
級
で
も
そ
の
学
級
に
一
人
ず
つ

先
生
を
配
置
し
て
、
国
語
・
算
数
・
理
科
・

社
会
は
単
式
の
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
そ
の
結
果
、
町
内
で
は
、
複
式
学
級
で
も
実

質
は
単
式
と
同
じ
形
式
で
す
。
町
が
増
員
し

て
い
る
講
師
の
先
生
は
、
新
人
で
は
な
く
ベ

テ
ラ
ン
の
力
の
あ
る
先
生
を
雇
用
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
複
式
学
級
の
子
ど
も
た
ち

の
学
力
に
つ
い
て
は
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
か
ら
の
話
題・ご
意
見

　

町
の
話
題
に
対
し
て
の
質
問
や
、地
域
で
の
困

り
ご
と
な
ど
の
自
由
発
言
を
、い
く
つ
か
紹
介
し

ま
す
。（
９
会
場
で
計
２
１
７
人
参
加
）

　

な
お
、い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、今
後
の
施
策

に
反
映
さ
せ
、住
民
満
足
度
向
上
に
役
立
て
て

ま
い
り
ま
す
。

○
参
加
者
発
言　
●
役
場
出
席
者
発
言

ク
マ
や
シ
カ
の
被
害
で
困
っ
て
い
ま
す

○
鳥
獣
被
害
の
対
策
は
、事
後
処
理
ば
か
り
で

は
。ク
マ
、シ
カ
、サ
ル
、ハ
ク
ビ
シ
ン
、イ
ノ
シ
シ

な
ど
に
よ
る
被
害
防
止
の
対
策
を
知
り
た
い
。

●
平
成
23
年
度
か
ら
国
の
法
律
に
基
づ
く「
紫

波
町
鳥
獣
被
害
防
止
計
画
」を
策
定
し
、８
月

ご
ろ
に
は
、ハ
ン
タ
ー
の
育
成
や
ワ
ナ
な
ど
の
備
品

を
導
入
す
る
予
定
で
す
。鳥
獣
被
害
の
増
加
の

原
因
は
、温
暖
化
に
よ
っ
て
、動
物
が
増
え
て
い
る

こ
と
と
、ハ
ン
タ
ー
が
い
な
く
な
っ
た
こ
と
、そ
し

て
、地
域
内
で
高
齢
化
が
進
み
、林
業
従
事
者
の

減
少
か
ら
、里
山
整
理
が
進
ま
ず
、結
果
的
に

動
物
が
増
え
て
い
る
た
め
で
す
。　

　

シ
カ
被
害
は
６
月
に
入
っ
て
か
ら
東
部
地
区
で

４
件
報
告
が
あ
り
ま
す
。今
で
き
る
対
策
と
し

て
、深
水
管
理
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
ハ
ク
ビ
シ
ン
は
昨
年
来
急
増
し
て
い
ま
す
。ワ

ナ
を
し
か
け
る
な
ど
の
対
策
を
支
援
し
て
い
き

た
い
で
す
。ど
こ
に
ど
の
よ
う
な
生
き
物
が
生

息
し
て
い
る
か
把
握
し
た
い
の
で
、情
報
提
供
を

お
願
い
し
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
は
ど
う
な
り
ま
し
た
か

○
自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

と
、進
捗
状
況
を
教
え
て
ほ
し
い
。

●
自
主
防
災
組
織
の
数
は
、一
昨
年
の
５
団
体
か

ら
昨
年
７
団
体
に
な
り
、現
在
11
団
体
ま
で
増

え
て
お
り
、日
詰
、古
館
、赤
石
が
多
い
で
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、す
で
に
消
防
署
員
を

講
師
に
迎
え
て
自
主
的
に
研
修
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
や
、組
織
を
立
ち
上
げ
て
い
る
だ
け
で
な

く
、水
防
対
策
に
つ
い
て
実
践
し
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
す
。

　
「
紫
波
町
地
域
防
災
計
画
」を
見
直
し
、要
援

護
者
の
安
全
確
保
は
、町
と
地
域
が
情
報
共
有

し
、連
携
を
取
る
こ
と
を
新
た
に
盛
り
込
み
ま

し
た
。停
電
時
な
ど
は
、避
難
所
や
自
主
防
災

活
動
の
拠
点
と
な
る
小
中
学
校・公
民
館・役
場

が
連
絡
を
と
れ
る
よ
う
に
、防
災
無
線
を
整
備

す
る
計
画
で
す
。

マ
ツ
ク
イ
ム
シ
被
害
に
つ
い
て

○
マ
ツ
枯
れ
対
策
に
つ
い
て
の
経
過
と
今
後
の
見

通
し
を
知
り
た
い
。

●
マ
ツ
ク
イ
ム
シ
は
、平
成
12
年
か
ら
継
続
し
て

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、平
成
15
、16
年
あ
た
り
か

ら
急
激
に
増
加
し
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
全
体
で
約

３
０
０
０
㎥
、１
年
間
で
３
０
０
㎥
に
対
し
て
、対

策
を
講
じ
て
き
ま
し
た
。

　

国
の
対
策
は
昨
年
度
で
打
ち
切
ら
れ
ま
し
た
の

で
、今
年
は
県
の
事
業
で
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

い
わ
て
の
森
林
づ
く
り
県
民
税
を
活
用
し
た
事
業

も
あ
り
ま
す
の
で
導
入
し
た
い
と
思
い
ま
す
。引

き
続
き
、県
や
国
へ
の
要
望
を
続
け
つつ
、町
独
自

の
対
策
も
行
い
た
い
考
え
で
す
。

○
事
業
費
は
い
く
ら
か
。今
後
の
見
通
し
は
ど
の

よ
う
に
な
る
か
。

●
昨
年
の
事
業
費
は
全
体
で
６
０
０
万
円
で

す
。
こ
れ
ま
で
の
累
計
が
５
３
０
０
万
円
。
平

成
18
年
以
降
は
、
毎
年
５
０
０
万
円
以
上
を
か

け
て
対
策
し
て
い
ま
す
。

　

被
害
は
相
当
広
が
っ
て
い
る
た
め
、県
民
税
な

ど
を
極
力
活
用
し
な
が
ら
蔓
延
を
防
ぎ
た
い
と

思
い
ま
す
。ま
た
、何
も
し
な
け
れ
ば
蔓
延
し
て

し
ま
う
の
で
、マ
ツ
の
所
有
者
に
は
、健
全
木
の

う
ち
に
伐
採
し
て
活
用
す
る
の
も
一つ
の
方
法
と

説
明
し
、理
解
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、以
前
は
被
害
木
を
一
本
一
本
切
っ
て
い

ま
し
た
が
、３
年
前
か
ら
は
半
径
70
ｍ
以
内
の

松
を
伐
倒
す
る
方
法
に
し
て
い
ま
す
。個
人
の

山
が
た
く
さ
ん
あ
る
た
め
難
航
し
て
い
ま
す
。

《
補
足
回
答
》平
成
12
年
〜
23
年
の
国・県・町
の

事
業
に
よ
る
総
額
は
１
億
３
４
０
０
万
円
で
す
。

古
殿
町
と
の
災
害
協
定
と
は

○
福
島
県
古
殿
町
と
災
害
協
定
を
結
ん
で
い
る

と
聞
い
た
が
、具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
災
害
に
対

応
す
る
の
か
。

●
古
殿
町
は
紫
波
町
の
姉
妹
都
市
で
あ
り
、大
規

模
災
害
に
お
い
て
協
力
し
合
う
こ
と
を
目
的
に
協

６
月
28
日（
木
）午
後
6
時
30
分
～
9
時

長
岡
公
民
館　
◎
参
加
人
数
15
人

６
月
29
日（
金
）午
後
6
時
30
分
～
8
時
30
分

水
分
公
民
館　
◎
参
加
人
数
17
人

紫波ネット2012 8月号7



定
を
結
ん
で
い
ま
す
。大
震
災
の
際
は
、お
互
い
に

大
き
な
被
害
は
無
く
情
報
交
換
の
み
で
す
。平
常

時
は
各
町
の
防
災
訓
練
で
、協
定
に
よ
る
支
援
の

訓
練
を
実
施
し
て
お
り
、消
防
団
の
交
流
も
行
っ

て
い
ま
す
。

歩
道
を
設
置
し
て
ほ
し
い

○
紫
波
総
合
高
校
か
ら
水
分
ま
で
続
く
路
線
の

通
学
路
に
歩
道
が
な
い
部
分
が
あ
る
。最
近
は
事

故
が
多
い
の
で
心
配
だ
。

●
日
詰
水
分
線
は
、平
成
16
年
度
に
紫
波
総
合

高
校
か
ら
ラ・フ
ラ
ン
ス
温
泉
館
ま
で
の
歩
道
整

備
の
請
願
が
議
会
で
採
択
さ
れ
て
い
ま
す
。要
望

が
た
く
さ
ん
あ
る
中
で
、学
校
周
辺
か
ら
整
備

を
進
め
て
い
る
状
況
で
す
。町
道
約
９
５
０
㎞
の

う
ち
、歩
道
が
整
備
済
み
の
路
線
は
40
㎞
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。全
体
の
約
５
%
で
す
。少
し
で
も

安
全
に
し
た
い
で
す
が
、全
て
を
整
備
す
る
に
は

至
っ
て
い
ま
せ
ん
。学
校
周
辺
部
分
は
で
き
る
だ

け
優
先
的
に
行
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

ご
み
集
積
所
を
補
修
し
て
も
ら
い
た
い

○
ご
み
集
積
所
の
補
修
が
約
20
万
円
の
見
積

も
り
と
な
っ
た
。町
が
補
修
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
。

●
５
万
円
以
内
で
す
が
、補
助
制
度
が
あ
り
ま
す

の
で
、環
境
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

地
域
を
ど
う
創
っ
て
い
け
ば
い
い
も
の
か

○
今
後
の
水
分
地
区
は
、こ
の
ま
ま
農
業
主
体
で

い
く
の
か
。若
者
は
少
な
く
な
り
、収
入
も
少
な

く
な
っ
て
き
て
い
る
。ど
の
よ
う
な
地
域
に
し
て
い

け
ば
い
い
も
の
か
。

●
水
分
は
農
業
振
興
地
帯
な
の
で
、農
業
振
興

の
見
直
し
と
基
盤
整
備
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

あ
づ
ま
ね
エ
リ
ア
は
武
田
家
、ラ・フ
ラ
ン
ス
温
泉

館
、紫
波
農
園
、ビ
ュ
ー
ガ
ー
デ
ン
な
ど
が
あ
り
、

観
光
を
中
心
と
し
た
地
域
だ
と
思
い
ま
す
。特

に
、ラ・フ
ラ
ン
ス
温
泉
館
や
ビ
ュ
ー
ガ
ー
デ
ン
か

ら
見
た
町
の
素
晴
ら
し
い
景
観
を
生
か
し
、「
観

光
エ
リ
ア
と
農
業
振
興
地
域
」と
し
て
町
づ
く

り
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

オ
ガ
ー
ル
プ
ラ
ザ
の
テ
ナ
ン
ト
は

ど
う
い
う
経
緯
で
決
ま
っ
た
の
か

○
オ
ガ
ー
ル
プ
ラ
ザ
の
中
に
眼
科
、歯
科
、学
習

塾
が
入
っ
て
い
る
が
、ど
の
よ
う
な
経
緯
か
ら

入
っ
た
の
か
。

●
平
成
21
年
12
月
26
日
に
、ナ
ッ
ク
ス
で「
緑

の
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
中
間
発
表
会
」と
い
う
も
の

が
行
わ
れ
ま
し
た
。オ
ガ
ー
ル
エ
リ
ア
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
あ
り
、同
時
に
テ
ナ
ン
ト
募
集

も
行
い
ま
し
た
。町
は
直
接
関
わ
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、オ
ガ
ー
ル
紫
波
株
式
会
社
が
示
し
た
条

件
と
合
っ
た
企
業
が
入
っ
た
も
の
で
す
。

図
書
館
と
歴
史
的
文
化
財
の
連
携
は

○
平
成
21
年
７
月
８
日
に
図
書
館
基
本
構
想
が

で
き
た
。７
つ
の
目
的
の
う
ち
の
３
番
目
に「
ま
ち

の
歴
史・風
土・文
化
に
出
合
え
る
場
」と
あ
る
。

資
料
、映
像
、図
な
ど
、歴
史
的
文
化
財
も
含
め

た
も
の
だ
と
思
う
が
、歴
史
的
文
化
財
と
施
設
と

の
連
携
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

●
歴
史
的
図
書
資
料
は
整
備
を
進
め
て
い
ま
す

が
、文
化
財
は
今
後
の
課
題
で
す
。生
涯
学
習
課

な
ど
と
連
携
し
て
行
って
い
き
た
い
で
す
。

文
化
財
調
査
は
も
っ
と
町
が

率
先
し
て
ほ
し
い

○
比
爪
館
に
関
し
て
非
常
に
熱
心
に
調
べ
た
り
、

見
学
し
た
り
、勉
強
し
て
い
る
方
々
が
い
る
。民
俗

芸
能
を
含
め
文
化
財
が
こ
ん
な
に
多
い
町
は
ほ
か

に
な
い
と
思
う
。民
間
の
方
が一歩
進
ん
で
い
る
。

先
に
町
が
や
る
べ
き
こ
と
が
も
っ
と
あ
る
の
で
は
。

●
ま
ち
づ
く
り
と
は
、町
が
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
す
る

も
の
で
は
な
く
、地
元
か
ら
行
う
べ
き
も
の
で
あ

る
と
い
う
考
え
か
ら
、地
区
創
造
会
議
を
行
っ
て

い
ま
す
。こ
れ
ま
で
に
行
っ
て
き
た
佐
比
内
、水

分
、長
岡
地
区
で
は
、良
い
プ
ラ
ン
が
作
ら
れ
、ま

ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、地
域
づ
く
り
活
動
補
助
金
制
度
と
い

う
も
の
が
あ
り
、地
域
か
ら
生
ま
れ
た
ま
ち
づ

く
り
活
動
を
支
援
す
る
も
の
で
、ス
タ
ー
ト
資

金
と
し
て
10
万
円
、ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
と
し
て
20

〜
30
万
円
ほ
ど
を
補
助
し
て
い
ま
す
。ま
た
、交

付
の
決
定
も
公
開
の
場
で
決
定
し
て
い
ま
す
の

で
、ぜ
ひ
制
度
を
活
用
し
て
ほ
し
い
で
す
。ま
ち

づ
く
り
は
、地
域
の
人
が
考
え
、地
域
で
つ
く
っ

た
も
の
を
、町
の
職
員
が
後
押
し
す
る
と
い
う
形

で
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
庁
舎
は
な
ぜ
木
造
か

○
役
場
庁
舎
は
な
ぜ
木
造
な
の
か
。火
災
の
心
配

も
あ
る
し
、鉄
筋
の
方
が
安
い
の
で
は
な
い
か
。

●
町
の
森
林
面
積
を
考
え
、資
源
の
有
効
活
用

を
図
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。地
元
の
資
源

と
産
業
の
循
環
を
図
る
と
共
に
、地
元
の
大
工

さ
ん
に
工
事
の
施
工
を
委
託
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

火
災
予
防
と
し
て
は
、柱
の
太
さ
を
保
ち
、一

度
に
消
失
し
な
い
よ
う
強
度
を
強
め
る
工
夫
を

施
す
予
定
で
す
。そ
の
よ
う
な
危
険
が
な
い
か
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、建
築
確
認
で
も
検
査
さ

れ
る
部
分
な
の
で
、注
意
を
払
っ
て
進
め
て
い
き

た
い
で
す
。

紫
波
中
央
駅
に
東
口
は
で
き
る
か

○
紫
波
中
央
駅
に
東
口
を
つ
く
る
構
想
は
ど
う

な
っ
た
か
。

●
Ｊ
Ｒ
と
は
交
渉
を
続
け
て
い
ま
す
。以
前
、同

じ
無
人
駅
で
あ
る
飯
岡
駅
で
事
故
が
あ
り
、紫
波

中
央
駅
に
東
口
を
整
備
す
る
こ
と
に
Ｊ
Ｒ
は
難

色
を
示
し
て
い
ま
す
。駅
利
用
者
の
数
は
こ
れ
ま

で
３
０
０
０
人
以
下
で
し
た
が
、オ
ガ
ー
ル
が
開
館

し
た
こ
と
で
３
０
０
０
人
を
超
え
れ
ば
、エ
レ
ベ
ー

タ
ー
設
置
な
ど
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
検
討
さ
れ

ま
す
。そ
う
い
う
機
会
も
活
用
し
な
が
ら
東
口
の

必
要
性
を
訴
え
て
い
き
た
い
で
す
。

７
月
１
日（
日
）午
前
９
時
30
分
～
正
午

赤
石
公
民
館　
◎
参
加
人
数
35
人

７
月
１
日（
日
）午
後
１
時
30
分
～
４
時

情
報
交
流
館　
◎
参
加
人
数
28
人
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役
場
庁
舎
、保
健
セ
ン
タ
ー
、

教
育
委
員
会
の
跡
地
は

○
新
庁
舎
が
で
き
た
ら
、役
場
庁
舎
跡
地
や
保

健
セ
ン
タ
ー
跡
地
、教
育
委
員
会
事
務
所
な
ど
は

ど
う
な
る
の
か
。

●
日
詰
商
店
街
の
活
性
化
を
考
慮
し
た
い
で
す
。

消
防
署
や
町
営
住
宅
な
ど
、地
域
の
人
た
ち
と
議

論
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

改
修
し
た
ポ
ン
プ
場
に
つ
い
て
知
り
た
い

○
平
成
９
年
と
平
成
14
年
に
床
上
浸
水
し
、そ
ろ

そ
ろ
被
害
が
出
る
の
で
は
と
心
配
し
て
い
る
。運

動
公
園
を
遊
水
池
と
す
る
と
い
う
話
も
聞
い
て

い
た
が
、ポ
ン
プ
の
改
修
に
つ
い
て
知
り
た
い
。

●
遊
水
池
は
一
時
、運
動
公
園
全
体
を
構
想
し

た
時
期
が
あ
り
ま
し
た
が
、現
在
は
野
球
場
の

み
が
遊
水
池
の
位
置
づ
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。な

お
、フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
地
下
に
一
時
的
に

た
め
る
貯
水
池
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。今
後
、

サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
の
西
側
に
も
調
整
池
を
整
備
す

る
構
想
が
あ
り
ま
す
。

　

運
動
公
園
南
側
に
あ
る
下
川
原
ポ
ン
プ
場

は
、電
気
設
備
が
浸
水
に
よ
り
漏
電
し
な
い
よ

う
に
２
階
に
上
げ
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
よ
り
冠

水
し
な
く
な
り
ま
す
。浸
水
被
害
地
域
の
方
々

を
対
象
と
し
た
ポ
ン
プ
場
の
説
明
会
の
開
催
は

必
要
と
思
っ
て
い
ま
す
。

水
道
事
業
所
は
自
力
で
頑
張
れ
る
の
で
は

○
広
域
水
道
化
に
つ
い
て
、水
道
の
財
政
が
安
定

し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、も
う
少
し
頑
張
れ
る
の

で
は
な
い
か
。

●
北
上
市
は
４
２
０
０
円
、花
巻
市
は
３
８
５
８

円
、紫
波
町
は
３
８
４
３
円
と
料
金
が
そ
れ
ぞ

れ
違
う
た
め
、な
ら
す
と
紫
波
町
で
は
少
し
値

上
げ
に
な
り
ま
す
。水
道
管
は
昭
和
40
年
代
に

整
備
し
た
も
の
で
老
朽
化
し
て
お
り
、安
全
面

が
心
配
さ
れ
ま
す
。広
域
化
に
よ
り
地
震
や
事

故
に
強
く
し
た
い
考
え
で
す
。

○
慣
れ
親
し
ん
だ
水
で
は
な
く
、知
ら
な
い
と
こ

ろ
の
水
。安
全
性
は
ど
う
な
の
か
。地
震
で
水
道

管
が
壊
れ
た
ら
ど
う
な
る
の
か
。

●
水
源
は
入
畑
ダ
ム
で
す
。国
の
水
質
基
準
を

満
た
し
て
い
る
の
で
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。配
水

管
は
耐
震
化
の
整
備
を
進
め
て
お
り
、広
域
圏

を
ル
ー
プ
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、断
水
の
回
避
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

「
自
転
車
の
町
」施
設
を
充
実
さ
せ
て
は

○
国
体
で
町
は
自
転
車
競
技
会
場
と
な
っ
て
い

る
。「
自
転
車
の
町
、紫
波
町
」と
い
う
ま
ち
づ

く
り
で
あ
れ
ば
、も
っ
と
整
備
し
た
方
が
良
い
。

運
動
公
園
内
に
あ
る
自
転
車
管
理
棟
に
自
転

車
置
き
場
や
修
理
ス
ペ
ー
ス
が
あ
っ
た
方
が
便

利
。た
く
さ
ん
の
選
手
が
練
習
に
来
た
時
に
安

心
で
き
る
。

●
大
人
が
利
用
し
た
場
合
、高
額
な
自
転
車
も
あ

る
た
め
、ス
ペ
ー
ス
の
問
題
な
ど
も
あ
り
ま
す
が
、

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
で
す
。

町
の
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
計
画
は

○
３
年
前
に
Ｉ
Ｔ
に
関
し
て
質
問
し
た
。そ
の
後
、

６
７
４
局
Ｉ
Ｎ
Ｓ
通
信
網
は
す
ぐ
に
彦
部
川
の
と

こ
ろ
ま
で
来
た
。し
か
し
、未
整
備
の
と
こ
ろ
が
あ

る
。ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
化
の
計
画
が
あ
れ
ば
教
え

て
ほ
し
い
。

●
光
フ
ァ
イ
バ
ー
は
、町
内
の
西
は
全
部
、東
は

赤
沢
、長
岡
に
入
っ
て
い
ま
す
が
、彦
部
と
赤
沢

の
一
部
が
未
整
備
の
状
態
で
、段
階
的
に
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。機
会
を
捉
え
て
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
要

望
し
ま
す
。

企
業
誘
致
に
力
を
入
れ
て
ほ
し
い

○
町
は
盛
岡
や
花
巻
に
近
く
、イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

も
あ
る
利
便
性
の
良
さ
が
あ
る
の
に
、誘
致
が
進

ん
で
い
な
い
。就
労
場
所
と
な
る
企
業
誘
致
に
も
っ

と
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
。

●
町
内
の
工
業
団
地
は
、犬
渕
、南
日
詰
、上
平

沢
と
３
カ
所
あ
り
ま
す
が
、企
業
誘
致
は
、大

き
な
リ
ス
ク
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。以
前

誘
致
し
た
最
大
の
Ａ
社
は
約
15
億
円
の
増
設
を

行
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、そ
の
１
年
後
に
は
撤

退
を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。現
在
は
、盛
岡
広

域
の
市
町
村
で
連
携
し
て
誘
致
活
動
を
行
う

の
と
並
行
し
な
が
ら
、農
業
の
６
次
産
業
化
を

進
め
て
い
く
こ
と
が
大
き
な
流
れ
に
な
っ
て
い
ま

す
。

紫
波
警
察
署
は
矢
巾
町
に
移
転
す
る
の
か

○
紫
波
警
察
署
の
老
朽
化
を
耳
に
す
る
。矢
巾
に

移
転
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
う
わ
さ
も
あ
る

が
、し
っ
か
り
と
紫
波
町
に
留
め
て
ほ
し
い
。

●
県
内
の
警
察
署
は
、大
震
災
に
よ
っ
て
多
く
の

警
察
署
や
駐
在
所
が
流
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

そ
の
こ
と
か
ら
、改
築
の
優
先
順
序
が
変
わ
り
、

順
番
が
遅
れ
て
き
て
い
ま
す
。町
に
警
察
署
が
存

続
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
き
ま
す
。ま
た
、施

設
を
拡
張
し
た
い
と
の
要
望
も
あ
り
ま
す
の
で
、

検
討
し
て
い
き
た
い
で
す
。

新
庁
舎
建
設
に
質
問

○
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
と
直
営
方
式
を
比
較
検
討
し
た
の

か
。全
国
的
な
動
き
と
し
て
、Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
は
浸
透

し
て
い
る
の
か
。

●
今
回
の
庁
舎
建
築
の
場
合
、Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
は
、

建
設
に
か
か
る
費
用
を
お
お
む
ね
15
年
か
け
て

分
割
で
支
払
う
方
式
で
す
。こ
れ
は
、直
営
に
し

て
支
払
う
場
合
に
比
べ
て
１
億
円
ほ
ど
有
利
だ

と
い
う
試
算
で
す
。ま
た
、Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
は
、国

土
交
通
省
な
ど
も
進
め
て
お
り
、民
間
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
活
用
し
よ
う
と
い
う
の
が
国
全
体
の
流

れ
と
な
っ
て
い
ま
す
。事
例
は
宮
城
県
が
多
い
で

す
。

○
建
設
す
る
庁
舎
の
耐
用
年
数
は
ど
の
く
ら
い
な

の
か
。

●
一
般
的
に
耐
用
年
数
は
50
年
ほ
ど
で
す
。メ
ン

テ
ナ
ン
ス
を
欠
か
さ
ず
に
行
う
こ
と
で
、さ
ら
に

長
く
使
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

７
月
３
日（
火
）午
後
６
時
30
分
～
９
時

彦
部
公
民
館　
◎
参
加
人
数
27
人

７
月
6
日（
金
）午
後
６
時
30
分
～
９
時

佐
比
内
公
民
館　
◎
参
加
人
数
19
人

紫波ネット2012 8月号9



木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
供
給
体
制
は

○
町
内
の
建
物
の
資
材
な
ど
町
産
材
の
活
用
の
サ

イ
ク
ル
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。木
質
バ
イ
オ
マ
ス
な

ど
の
供
給
体
制
な
ど
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

●
オ
ガ
ー
ル
地
区
に
は
、こ
れ
か
ら
、役
場
庁
舎

と
民
間
棟
２
棟
が
建
つ
予
定
で
す
。そ
の
中
の

一
部
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
を
予
定
し
て
い
ま

す
。木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
で
、そ
れ
ぞ
れ

の
施
設
の
冷
熱
な
ど
を
賄
え
る
よ
う
に
し
よ
う

と
考
え
て
い
ま
す
。町
有
林
に
つ
い
て
も
、伐
採

と
植
え
替
え
を
計
画
的
に
行
う
こ
と
で
、持
続

的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
創
出
に
つ
な
が
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

小
学
校
の
統
廃
合
は
反
対

○
統
廃
合
に
は
反
対
。小
学
校
は
地
域
の
核
だ

と
思
っ
て
い
る
。

○
教
育
長
の
話
を
聞
い
て
安
心
し
た
。親
の
都
合

よ
り
も
、子
ど
も
を
第一に
考
え
た
い
。学
校
が
な

く
な
れ
ば
、地
域
が
崩
壊
し
て
し
ま
う
。

○
統
廃
合
し
な
い
方
法
で
ぜ
ひ
進
め
て
ほ
し
い
。

冷
静
に
考
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
。子
ど
も

を
犠
牲
に
し
て
は
な
ら
な
い
。

水
道
事
業
所
の
広
域
化
に
不
安

○
広
域
化
に
伴
い
、事
務
所
に
町
民
の
声
が
届
き

に
く
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
す
る
。

●
し
ば
ら
く
は
出
張
所
の
形
で
対
応
し
ま
す
。

そ
の
後
は
、町
の
お
客
様
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）で
受

け
付
け
、技
術
者
に
連
絡
し
て
対
応
を
す
る
形

に
な
る
予
定
で
す
。

下
水
道
が
赤
字
の
原
因
は

○
下
水
道
の
赤
字
は
何
が
原
因
か
。計
画
と
異
な

る
点
が
あ
っ
た
の
か
。

●
下
水
道
会
計
の
赤
字
が
表
面
化
し
た
原
因

は
、会
計
を
変
え
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。平
成

22
年
度
ま
で
は
特
別
会
計（
官
庁
会
計
）で
、使

用
料
で
賄
え
な
か
っ
た
分
は
町
の
一
般
会
計
か

ら
繰
り
入
れ
し
、年
度
の
収
支
が
合
っ
て
い
ま
し

た
。し
か
し
、平
成
23
年
度
か
ら
企
業
会
計
に

変
更
し
た
こ
と
に
伴
い
、減
価
償
却
費
と
い
う

考
え
方
が
取
り
入
れ
ら
れ
、そ
の
た
め
、下
水
道

会
計
の
赤
字
が
は
っ
き
り
と
表
れ
ま
し
た
。

街
灯
の
設
置
方
法
を
教
え
て
ほ
し
い

○
街
灯
の
増
設
の
方
法
に
つ
い
て
教
え
て
ほ
し
い
。

●
街
路
灯
に
は
、道
路
照
明
灯
と
防
犯
灯
が
あ

り
ま
す
。道
路
照
明
灯
は
町
の
整
備
と
し
て
進

め
て
お
り
、防
犯
灯
は
地
元
負
担
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。２
年
に
一
度
、数
は
少
な
い
で
す
が
、

東
北
電
力
か
ら
防
犯
灯
の
寄
贈
を
受
け
て
い

ま
す
。そ
の
際
に
は
、各
行
政
区
に
お
知
ら
せ

し
、要
望
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。電
気
料
な
ど

の
維
持
管
理
費
は
、申
請
に
よ
り
認
め
ら
れ
れ

ば
補
助
が
あ
り
ま
す
。

発
掘
し
た
史
料
を
展
示
し
て
ほ
し
い

○
平
泉
関
連
史
跡
に
つ
い
て
、こ
れ
ま
で
に
発
掘

し
た
も
の
が一体
ど
こ
に
し
ま
わ
れ
て
い
る
の
か
。

小
さ
く
て
も
い
い
の
で
、資
料
館
を
作
っ
て
お
披

露
目
し
て
ほ
し
い
。中
央
公
民
館
の
図
書
室
だ
っ

た
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

●
新
し
く
建
築
す
る
の
で
は
な
く
、あ
る
も
の

を
活
用
し
て
い
き
た
い
で
す
。中
央
公
民
館
は
、

図
書
室
が
空
き
、教
育
委
員
会
も
新
庁
舎
へ
移

る
の
で
、順
次
展
示
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た

い
で
す
。

水
道
施
設
の
新
設
は
景
観
に
配
慮
し
て

○
長
岡
地
区
の
館
山
に
来
た
観
光
客
か
ら「
な
ぜ

こ
の
場
所
に
水
道
施
設
が
あ
る
の
か
」と
質
問
さ

れ
た
。城
山
公
園
の
上
水
道
施
設
を
新
設
す
る

際
に
は
、景
観
を
壊
さ
な
い
よ
う
に
配
慮
し
て
ほ

し
い
。

●
城
山
公
園
に
整
備
予
定
の
水
道
施
設
は
、景
観

に
配
慮
し
た
地
下
式
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

県
道
に
歩
道
を
整
備
し
て
ほ
し
い

○
県
道
25
号
線
の
歩
道
整
備
は
、ど
の
程
度
進
ん

で
い
る
の
か
。ダ
ン
プ
カ
ー
の
往
来
が
多
く
危
険

で
あ
る
。

●
県
道
紫
波
江え

つ
な
ぎ繋

線
の
整
備
要
望
は
毎
年
県

に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。で
き
る
だ
け
優
先
的

に
整
備
し
て
ほ
し
い
重
点
箇
所
を
示
し
て
お

り
、特
に一
番
大
切
と
考
え
る
学
校
の
近
く
か
ら

順
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、な
か
な
か
進
ん
で

い
な
い
の
が
現
状
で
す
。町
内
に
は
県
道
が
10

路
線
あ
り
、要
望
は
続
け
て
い
き
ま
す
。

マ
ツ
ク
イ
ム
シ
の
被
害
木
を

伐
採
し
て
ほ
し
い

○
道
路
か
ら
30
メ
ー
ト
ル
以
内
に
あ
る
マ
ツ
ク
イ

ム
シ
の
被
害
木
は
、危
険
な
の
で
伐
採
し
て
ほ
し

い
。

●
マ
ツ
ク
イ
ム
シ
被
害
は
、町
道
よ
り
も
県
道
が
ひ

ど
い
状
態
で
す
。県
に
も
要
望
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
が
、土
木
課
、農
林
課
で
話
し
合
い
、随
時
伐
採

を
進
め
て
い
き
た
い
で
す
。ま
た
、白
骨
化
し
て
し

ま
っ
て
い
る
木
を
素
人
の
人
が
切
断
す
る
の
は
と

て
も
危
険
で
す
の
で
、ぜ
ひ
位
置
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。皆
さ
ん
か
ら
の
情
報
提
供
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

若
い
人
の
地
域
定
住
を
図
り
た
い

○
国
道
３
９
６
号
の
利
便
性
が
悪
い
。今
後
、赤

沢
に
ど
の
よ
う
な
活
路
を
見
出
せ
ば
よ
い
の
か
。

ビ
ジ
ョ
ン
を
教
え
て
ほ
し
い
。高
齢
化
が
進
む

中
、若
い
人
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
だ
と

思
う
。地
域
の
発
展
に
は
地
域
の
人
た
ち
が
自

ら
考
え
る
こ
と
が
大
切
だ
し
、地
域
へ
の
定
住

は
地
域
の
魅
力
を
感
じ
る
こ
と
か
ら
は
じ
ま
る

と
思
う
。行
政
か
ら
も
積
極
的
に
ア
ド
バ
イ
ス

を
し
て
ほ
し
い
。

●
地
区
創
造
会
議
が
本
格
的
に
赤
沢
地
区
で

始
ま
り
ま
し
た
。地
区
ビ
ジ
ョ
ン
は
そ
こ
か
ら

生
ま
れ
て
く
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。赤

沢
産
直
が
あ
り
非
常
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
が
、

７
月
7
日（
土
）午
前
９
時
30
分
～
正
午

古
館
公
民
館　
◎
参
加
人
数
34
人

７
月
10
日（
火
）午
後
６
時
30
分
～
９
時

赤
沢
公
民
館　
◎
参
加
人
数
22
人
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冬
場
に
売
る
も
の
が
な
く
な
る
と
い
う
問
題
が

あ
り
、行
政
は
６
次
産
業
化
を
進
め
る
こ
と
で

支
援
し
て
い
き
た
い
で
す
。ま
た
、赤
沢
は
ブ
ド

ウ
の
産
地
で
ワ
イ
ナ
リ
ー
も
あ
り
ま
す
。フ
ル
ー

ツ
パ
ー
ク
は
集
客
も
で
き
る
の
で
、こ
れ
ら
は
赤

沢
の
大
き
な
強
み
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

下
水
道
を
企
業
会
計
に
し
た
の
は
な
ぜ

○
下
水
道
の
特
別
会
計
を
企
業
会
計
に
し
た
と

は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

●
特
別
会
計（
官
庁
会
計
）だ
っ
た
こ
れ
ま
で

は
、不
足
す
る
現
金
を
一
般
会
計
が
負
担
す
る
こ

と
で
収
支
が
合
い
黒
字
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。企

業
会
計
に
な
っ
て
か
ら
は
そ
れ
ま
で
費
用
と
し

て
捉
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
減
価
償
却
費
が
費

用
と
な
っ
た
こ
と
で
隠
れ
て
い
た
赤
字
が
表
面
化

し
ま
し
た
。こ
れ
は
企
業
会
計
に
し
た
こ
と
に
よ

る
効
果
の一つ
と
捉
え
て
い
ま
す
。

《
補
足
回
答
》下
水
道
会
計
の
経
営
内
容
を
明

ら
か
に
し
て
、経
営
の
健
全
化
を
図
る
た
め
に
企

業
会
計
に
し
ま
し
た
。結
果
と
し
て
、赤
字
の
実

態
が
明
ら
か
な
こ
と
は
、会
場
で
の
説
明
の
と
お

り
で
す
。

通
学
路
の
拡
幅
に
堤
防
を

利
用
で
き
な
い
か

○
昨
年
、志
和
橋
か
ら
滝
名
川
沿
い
に
通
る
通

学
路
は
、自
動
車
が
す
れ
違
え
な
い
ほ
ど
道
幅
が

狭
く
、危
険
な
た
め
、道
路
の
改
善
を
要
望
し
た

と
こ
ろ
、解
決
は
難
し
い
と
の
回
答
だ
っ
た
。そ
の

後
、堤
防
を
整
備
し
通
学
路
に
し
て
は
ど
う
か
と

提
案
し
た
が
、ど
う
な
っ
た
か
。

●
経
過
を
調
べ
た
上
で
後
ほ
ど
返
事
を
し
ま
す
。

《
補
足
回
答
》小
学
校
に
お
話
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
、

堤
防
を
通
学
路
に
す
る
こ
と
は
、人
通
り
が
少
な

く
滑
落
の
恐
れ
も
あ
る
た
め
、現
在
の
車
道
を
通

行
す
る
よ
り
も
危
険
を
感
じ
る
と
の
こ
と
で
し

た
。通
学
路
に
関
し
て
は
、学
校
の
要
望
も
聞
き

な
が
ら
対
応
を
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

空
き
家
を
行
政
代
執
行
で

解
体
し
て
ほ
し
い

○
昨
年
話
題
に
し
た
空
き
家
の
件
で
す
が
、条
例

化
し
て
行
政
代
執
行
に
よ
っ
て
解
体
し
た
秋
田

県
大
仙
市
の
事
例
を
テ
レ
ビ
で
紹
介
し
て
い
た
。

町
で
も
そ
う
し
て
ほ
し
い
。

●
空
き
家
と
いっ
て
も
個
人
財
産
の
処
分
で
す
の

で
、簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。撤
去
に
は
お
金
が
か

か
り
ま
す
し
、過
去
に
は
、地
域
の
方
々
が
家
主
を

説
得
し
て
撤
去
し
た
と
い
う
経
緯
も
あ
り
ま
す
。

行
政
が
執
行
す
る
と
な
れ
ば
、い
ろ
い
ろ
と
手
続
き

が
必
要
で
す
。大
仙
市
を
参
考
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
が
、や
は
り
地
域
の
方
々
に
も
動
い
て
い
た
だ

け
れ
ば
助
か
り
ま
す
。

自
治
会
の
在
り
方
に
疑
問

○
行
政
区
長
が
自
治
会
の
ト
ッ
プ
と
い
う
の
は
お

か
し
い
。区
長
は
行
政
の
連
絡
員
に
す
べ
き
で
あ

り
、区
長
手
当
は
自
治
会
組
織
に
与
え
る
べ
き
。

金
ヶ
崎
町
な
ど
で
は
、区
長
を
廃
止
し
、自
治
会

長
と
し
て
い
る
。さ
ら
に
、町
内
9
団
体
が
法
人

化
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、町
と
し
て
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

●
権
威
を
振
り
か
ざ
し
て
い
る
人
は
い
な
い
と
思

い
ま
す
。区
長
報
酬
も
班
長
な
ど
に
色
ん
な
形
で

分
け
て
い
た
だ
い
て
お
り
、う
ま
く
いっ
て
い
る
と

捉
え
て
い
ま
す
。話
し
合
い
な
が
ら
進
め
た
い
で
す

が
、現
在
の
町
内
で
の
運
営
は
、農
村
部
と
都
市

部
が
う
ま
く
機
能
し
て
い
る
と
思
って
い
ま
す
。法

人
化
は
、公
民
館
の
登
記
目
的
が
ほ
と
ん
ど
で
、公

民
館
を
新
築
す
る
際
に
必
ず
行
って
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

高
齢
者
の
た
め
の

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
が
ほ
し
い

○
姉
妹
都
市
の
古
殿
町
に
行
っ
て
交
流
し
た
と

き
、高
齢
者
の
た
め
に
ワ
ン
タ
ッ
チ
で
警
察
や
消

防
へ
通
報
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
見
て
き
た
。以

前
、町
は
有
線
や
テ
レ
ビ
を
使
っ
た
方
法
を
検
討

し
て
い
る
と
回
答
さ
れ
た
が
、緊
急
通
報
の
形
を

ど
う
に
か
し
て
ほ
し
い
。

●
テ
レ
ビ
の
リ
モ
コ
ン
を
利
用
し
た
通
信
シ
ス
テ
ム

な
ど
を
実
験
し
て
き
ま
し
た
。ワ
ン
タ
ッ
チ
式
は
便

利
で
す
が
、機
械
の
精
度
の
問
題
で
実
用
で
き
て

い
ま
せ
ん
。多
額
の
予
算
が
か
か
り
実
現
が
難
し

い
で
す
。当
町
で
は
、ワ
ン
タ
ッ
チ
で
の
通
報
よ
り
、

皆
さ
ん
の
お
声
か
け
の
方
が
効
果
的
と
考
え
て
い

ま
す
が
検
討
し
て
み
ま
す
。

《
補
足
回
答
》緊
急
通
報
装
置
は
、発
作
性
の

持
病
が
あ
る
65
歳
以
上
の
独
居
高
齢
者
を
対

象
に
、町
内
約
30
人
に
設
置
し
て
い
ま
す
。Ｎ

Ｔ
Ｔ
回
線
を
利
用
し
た
通
報
装
置
で
、ペ
ン
ダ

ン
ト
の
ボ
タ
ン
を
押
す
と
、警
備
会
社
が
自
宅

に
駆
け
つ
け
、必
要
に
応
じ
て
救
急
車
や
警
察

を
呼
ぶ
仕
組
み
で
す
。（
装
置
利
用
料
月
額

３
８
０
０
円
程
度
）

　

ま
た
、高
齢
者
向
け
の
携
帯
電
話
を
持
た
せ
る

家
庭
も
増
え
て
い
ま
す
。ボ
タ
ン一つ
で
設
定
し
た

連
絡
先
に
つ
な
が
る
機
能
付
き
の
電
話
で
す
。（
通

話
料
月
額
3
千
円
程
度
）

い
じ
め
問
題
を
調
査
し
て
い
る
か

○
大
阪
府
大
津
市
の
自
殺
問
題
に
関
連
し
て
、隠

れ
て
何
か
や
っ
て
い
る
児
童
生
徒
な
ど
を
調
べ
た

こ
と
あ
る
か
。対
応
策
を
聞
き
た
い
。

●
い
じ
め
は
全
く
無
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、す

べ
て
の
責
任
は
教
育
長
に
あ
り
ま
す
の
で
、当
町

で
は
、各
校
と
細
か
く
連
絡
を
取
っ
て
い
ま
す
。

担
任
が
異
変
に
気
付
け
ば
、校
長
か
ら
教
育
長

へ
連
絡
が
来
る
仕
組
み
で
す
。た
く
さ
ん
報
告

の
あ
っ
た
年
も
あ
り
ま
し
た
が
、今
年
は
現
在
の

と
こ
ろ
１
件
も
報
告
が
な
い
状
態
で
す
。

★
各
会
場
で
出
さ
れ
た
発
言
内
容
は
、後
日
、会

議
録
と
し
て
ま
と
め
た
上
で
、各
公
民
館
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
公
開
し
ま
す
。

準
備
が
で
き
し
だ
い
紫
波
ネ
ッ
ト
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

７
月
12
日（
木
）午
後
６
時
30
分
～
８
時
20
分

Ｊ
Ａ
志
和
支
所 

農
業
会
館

◎
参
加
人
数
20
人

紫波ネット2012 8月号11



　
マ
ツ
ク
イ
ム
シ
の
被
害
が
拡
大
す
る

中
、１
２
０
余
年
の
長
い
間
、地
域
に

親
し
ま
れ
て
き
た
国
道
沿
い
の
松
に

も
被
害
が
及
び
、倒
木
の
危
険
が
あ

る
と
し
て
、７
月
12
日
に
伐
採
さ
れ
ま

し
た
。伐
採
さ
れ
た
松
は
、国
道
４
号

の
城
山
公
園
入
口
の
北
側
、一
里
坂
に

立
つ
３
本
の
中
の
１
本
で
す
。

　

江
戸
時
代
初
め
、幕
府
に
よ
り
、街

道
沿
い
に
は
、旅
人
が
休
む
一
里
塚
や

松
並
木
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

町
内
に
も
奥
州
街
道
の一
里
塚
が
、五

郎
沼
と
城
山
公
園
入
口
の
２
カ
所
に

あ
り
ま
し
た
。奥
州
街
道
の
ル
ー
ト

は
、国
道
４
号
の
旧
道
沿
い
に
日
詰

商
店
街
を
抜
け
、城
山
公
園
入
口
の

一
里
塚
か
ら
中
央
保
育
所
を
通
り
、

走
湯
神
社
前
方
面
に
下
る
路
線
で

し
た
。そ
の
後
も
国
道
と
し
て
、明
治

18
年（
１
８
８
５
）ご
ろ
ま
で
は
こ
の

ル
ー
ト
が
使
わ
れ
て
お
り
、今
回
、松

が
伐
採
さ
れ
た
路
線
は
、明
治
21
年

（
１
８
８
８
）、函
館
街
道
盛
岡
以
南

の
坂
道
改
修
に
よ
り
整
備
さ
れ
た
も

の
で
、「
一
里
坂
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

今
回
伐
採
さ
れ
た
松
の
年
輪
は
約

１
２
０
本
あ
り
ま
し
た
の
で
、こ
の
と

き
に
植
え
ら
れ
た
も
の
と
推
測
し
て

い
ま
す
。

　

自
動
車
が
登
場
し
始
め
た
大
正
５

年（
１
９
１
６
）ご
ろ
か
ら
、各
地
で
道

路
拡
幅
工
事
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

る
と
、国
道
沿
い
の一
里
塚
や
並
木
は
、

次
々
と
姿
を
消
す
運
命
に
あ
り
ま
し

た
。し
か
し
、一
里
坂
は
近
代
に
な
っ
て

整
備
さ
れ
た
路
線
で
あ
っ
た
た
め
、昭

和
60
年（
１
９
８
５
）に
行
わ
れ
た
、片

側
２
車
線
に
す
る
た
め
の
拡
幅
工
事

の
と
き
ま
で
、松
並
木
は
残
さ
れ
て
い

た
の
で
す
。

　

ま
た
、「
御み

ゆ
き幸
新し

ん
ど
う道
」と
呼
ば
れ
る

「
大だ

い
げ
ん
す
い

元
帥
陛へ

い

下か

御
幸
新
道
」は
、昭
和

３
年（
１
９
２
８
）に
陸
軍
特
別
大
演

習
が
こ
の
地
で
行
わ
れ
た
と
き
に
整

備
さ
れ
た
道
路
で
、城
山
公
園
入
口
か

ら
大
手
先
門
に
通
じ
る
道
の
り
で
す
。

こ
の
時
植
え
ら
れ
た
桜
は
、現
在
で
も

毎
年
、沿
道
を
彩
って
い
ま
す
。

　

近
く
に
住
む
久
慈
和
子
さ
ん
は

「
片
側
一
車
線
の
こ
ろ
は
、一
里
坂
の
桜

が
咲
き
始
め
る
と
松
並
木
と
相
ま
っ

て
と
て
も
き
れ
い
な
景
観
で
し
た
。松

も
桜
も
少
な
く
な
っ
て
い
く
の
は
さ
み

し
い
で
す
ね
」と
惜
し
ん
で
い
ま
し
た
。

町
は
、１
２
０
余
年
も
の
長
い
間
、人
々

の
往
来
を
見
守
っ
て
き
た
こ
の
松
を
引

き
取
り
、通
行
者
が
休
む
た
め
の
ベ
ン

チ
な
ど
に
再
利
用
し
よ
う
と
計
画
し

て
い
ま
す
。ま
た
、こ
の
こ
と
を
受
け
、

残
る
２
本
の
松
に
は
、害
虫
防
除
の
た

め
の
薬
液
を
注
入
し
ま
し
た
。

　

農
林
課
で
は
、マ
ツ
ク
イ
ム
シ
の
対
策

と
し
て
、被
害
に
遭
う
前
に
、伐
採
し

て
有
効
活
用
す
る
の
も
一つ
の
方
法
と
、

松
を
所
有
す
る
人
に
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。

走湯
神社

御幸新道

日詰バイパス

奥
　州　
　街
　
　

   

道

城山公園

大手先門跡

一里坂

勝源院

4

↑盛岡方面

×

一里塚跡

善念寺

本誓寺

長岩寺

一
里
坂
の
松
も

マ
ツ
ク
イ
ム
シ
被
害
で
伐
採

7月12日の伐採作業

×印が今回伐採された松の位置

伐採前の一里坂の松

話題
スポット
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単位：μSv/h

空間放射線量の
測定結果をお知らせします

地　区 測定高 測定年月
H23.10 H23.11 H24.3 H24.6

日 詰 50cm 0.05 0.04 0.04 0.04 
1m 0.05 0.04 0.03 0.04 

日 詰 西 50cm 0.05 0.05 0.05 0.04 
1m 0.04 0.05 0.05 0.05 

二 日 町 50cm 0.05 0.04 0.04 0.04 
1m 0.05 0.04 0.04 0.04 

高 水 寺 50cm 0.05 0.04 0.05 0.04 
1m 0.05 0.04 0.05 0.04 

中 島 50cm 0.06 0.04 0.05 0.04 
1m 0.06 0.04 0.04 0.04 

陣 ヶ 岡 50cm 0.06 0.06 0.06 0.05 
1m 0.06 0.05 0.05 0.05 

宮 手 50cm 0.06 0.04 0.03 0.05 
1m 0.06 0.05 0.03 0.04 

下 松 本 50cm 0.04 0.04 0.02 0.04 
1m 0.04 0.04 0.02 0.04 

吉 水 50cm 0.06 0.04 0.04 0.05 
1m 0.06 0.04 0.03 0.04 

小 屋 敷 50cm 0.04 0.04 0.02 0.03 
1m 0.04 0.04 0.03 0.03 

南伝法寺 50cm 0.06 0.05 0.04 0.04 
1m 0.05 0.05 0.04 0.04 

上 松 本 50cm 0.04 0.04 0.02 0.04 
1m 0.04 0.04 0.03 0.04 

升 沢 50cm 0.05 0.06 0.03 0.05 
1m 0.05 0.06 0.03 0.05 

上 平 沢 50cm 0.06 0.06 0.03 0.04 
1m 0.06 0.06 0.03 0.04 

稲 藤 50cm 0.06 0.05 0.05 0.05 
1m 0.05 0.05 0.05 0.05 

土 舘 50cm 0.07 0.06 0.04 0.06 
1m 0.06 0.06 0.04 0.05 

片 寄 50cm 0.07 0.07 0.05 0.06 
1m 0.06 0.06 0.05 0.05 

平 沢 50cm 0.06 0.06 0.05 0.06 
1m 0.06 0.06 0.04 0.05 

桜 町 50cm 0.05 0.04 0.04 0.04 
1m 0.05 0.04 0.04 0.04 

北 日 詰 50cm 0.06 0.07 0.05 0.05 
1m 0.07 0.06 0.05 0.05 

地　区 測定高 測定年月
H23.10 H23.11 H24.3 H24.6

南 日 詰 50cm 0.06 0.06 0.05 0.06 
1m 0.06 0.06 0.04 0.06 

犬 渕 50cm 0.06 0.05 0.05 0.05 
1m 0.05 0.05 0.05 0.05 

星 山 50cm 0.05 0.04 0.04 0.04 
1m 0.05 0.04 0.04 0.04 

大 巻 50cm 0.05 0.05 0.06 0.04 
1m 0.04 0.04 0.05 0.05 

彦 部 50cm 0.05 0.06 0.06 0.04 
1m 0.04 0.05 0.05 0.04 

佐 比 内 50cm 0.05 0.05 0.05 0.04 
1m 0.05 0.05 0.05 0.04 

赤 沢 50cm 0.06 0.07 0.07 0.06 
1m 0.06 0.06 0.06 0.05 

遠 山 50cm 0.07 0.08 0.07 0.06 
1m 0.07 0.07 0.06 0.06 

紫 野 50cm 0.06 0.06 0.05 0.05 
1m 0.06 0.06 0.05 0.05 

船 久 保 50cm 0.06 0.06 0.06 0.05 
1m 0.05 0.05 0.05 0.05 

山 屋 50cm 0.06 0.05 0.03 0.04 
1m 0.05 0.05 0.03 0.04 

峠 50cm 0.05 0.06 0.05 0.05 
1m 0.05 0.06 0.04 0.05 

犬 吠 森 50cm 0.05 0.05 0.04 0.04 
1m 0.05 0.04 0.04 0.04 

草 刈 50cm 0.04 0.04 0.04 0.04 
1m 0.04 0.03 0.03 0.04 

北 田 50cm 0.05 0.05 0.04 0.04 
1m 0.04 0.04 0.03 0.03 

西 長 岡 50cm 0.05 0.06 0.03 0.04 
1m 0.05 0.06 0.03 0.04 

東 長 岡 50cm 0.05 0.04 0.05 0.03 
1m 0.04 0.05 0.04 0.03 

栃 内 50cm 0.06 0.04 0.03 0.04 
1m 0.04 0.04 0.03 0.04 

江 柄 50cm 0.05 0.05 0.04 0.05 
1m 0.05 0.05 0.03 0.04 

北 沢 50cm 0.07 0.05 0.04 0.04 
1m 0.06 0.05 0.04 0.04 

■調査方法 地上50cm、１m付近の空間線量率を測定
■測 定 器  日立アロカメディカル株式会社社製シンチレーションサーベイメータTCS-172B
 （10月に使用した測定器は同社製シンチレーションサーベイメータTCS-171）

町は、空間放射線量の計測器を購入し、独自に調査を実施しています。
これまで町内40カ所で測定した結果をお知らせします。

■問合せ　環境課　生活環境室
☎６７２-２１１１　内線３５２１～３５２３

※平成２４年３月の測定では、積雪のある地点が少なめに計測されています。
※国が除染対象とする基準値は、放射線量１μＳｖ／ｈ以上です。

紫波ネット2012 8月号13



　

６
月
に
開
館
し
た
情
報
交
流
館
の
一
角
に
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ゆ

い
っ
と
サ
ロ
ン
」
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
は
、
行
政
や
企
業
の
サ
ー
ビ
ス
に
頼
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
に
暮
ら

す
人
自
ら
が
主
体
性
を
持
ち
、
自
分
た
ち
の
地
域
を
創
っ
て
い
く
活
動
を
行

う
、
ま
た
は
始
め
よ
う
と
す
る
個
人
や
団
体
を
応
援
し
て
い
く
場
で
あ
り
、

町
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
育
て
て
い
く
場
で
す
。

町
内
の「
市
民
活
動
」「
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
」「
町
の
施
策
へ
の
市
民
参

加
」な
ど
、毎
月〝
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
〟の
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
。

豊
か
な
公
が
息
づ
く
ま
ち

～
も
っ
と
町
が
好
き
に
な
る
情
報
～

市民活動支援センター
「ゆいっとサロン」のご紹介

さまざまな経験を持つスタッフが皆さんの活動を応援します

自立・継続・発展・
ネットワークを大切に♪

【交流】【つながり】

市民
NPO 団体

企業 行政

　
「
ゆ
い
っ
と
サ
ロ
ン
」は
、平
成
18
年
11
月

に
町
内
に
お
け
る
市
民
活
動
の
活
性
化
を

目
指
す
た
め
に
役
場
庁
舎
別
館
内
に
開
設

し
、学
社
融
合
支
援
グ
ル
ー
プ
え
ん
の
し

た
と
町
の
協
働
運
営
に
よ
り
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　

平
成
19
年
5
月
に
は
役
場
第
三
庁
舎

（
平
次
会
館
）内
に
移
転
し
、平
成
20
年

4
月
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
風
・
波
デ
ザ
イ
ン

が
管
理
運
営
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
平
成
24
年
6
月
か
ら
は
情
報
交
流
館
内

へ
移
転
し
、情
報
と
人
が
行
き
交
う
市
民

活
動
の
拠
点
と
し
て
再
出
発
す
る
こ
と
と

な
り
、管
理
運
営
は
、企
画
提
案
方
式
に
よ

り
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ゆ
う・も
あ・ね
っ
と
が
担
っ

て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
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本年度行う市民参加予定の追加分をお知らせします
対象 市民参加する事項 対象事項の概要 市民参加の方法 実施予定時期 担当部署

市民参加の対
象となる事項

紫波町地域福祉計画

地域住民が主体となって地域の
課題解決の可能性を見出し、地
域福祉の総合的な推進を図る
ための計画

（追加）
意見公募 H25年1月 福祉課

（新規）
紫波町暴力団排除条例

暴力団排除に関する基本理念を
定め、町・町民・事業者の責務を
明らかにし住民生活の安全確保
等を目的に制定する。

意見交換会
意見公募 H24年８月 総務課

　

す
で
に
市
民
活
動
を
し
て
い
る
人
は
も
ち

ろ
ん
、こ
れ
か
ら
何
か
始
め
た
い
と
思
っ
て
い

る
人
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
相
談

　
「
ゆ
いっ
と
サ
ロ
ン
」ス
タ
ッフ
が
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ

や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
、皆
さ
ん
の
活

動
上
の
悩
み
に
対
し
、一
緒
に
考
え
、サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。

■
情
報

・
活
動
団
体
の
紹
介
や
活
動
の
情
報
提
供

・
活
動
支
援
情
報（
助
成
な
ど
）の
収
集

・
ブ
ロ
グ
で
情
報
発
信（
随
時
更
新
）

■
学
び
合
い
の
場
の
提
供

・
各
種（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
会
計
、イ
ベ
ン
ト
企
画
な

ど
）講
座
の
開
催

■
交
流
＆
つ
な
が
り
の
場
づ
く
り

・
活
動
団
体
の
交
流
の
場
づ
く
り

・
活
動
発
表
の
機
会
の
提
供
や
そ
れ
ぞ

れ
の
活
動
を
紹
介

ゆ
い
っ
と
サ
ロ
ン
ス
タ
ッ
フ
が
不
在
の

時
も
ご
利
用
く
だ
さ
い

□
ス
タ
ジ
オ
内
を
自
由
に
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。チ
ラ
シ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
も
お
持

ち
帰
り
で
き
ま
す
。

□
市
民
活
動
団
体
の
短
い
時
間（
１
時
間
以

内
が
め
や
す
）の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
と

し
て
利
用
で
き
ま
す
。

□
市
民
活
動
の
情
報
収
集
の
た
め
に
閲
覧
用

の
パ
ソ
コ
ン
を
設
置
予
定
で
す
。

　
ゆ
う・も
あ・ね
っ
と
は
、子
ど
も
を
真
ん
中
に
し

て
家
庭
、地
域
、学
校
が
ゆ
る
や
か
に
つ
な
が
っ
て
、

住
み
よ
い
地
域
を
つ
く
る
た
め
の
支
援
と
し
て
、小

学
生
の
居
場
所
づ
く
り
や
企
業
と
協
力
し
た
幼
児

の
お
楽
し
み
会
な
ど
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
ゆ
い
っ
と
サ
ロ
ン
を
運
営
し
て
い
く
中

で
、皆
さ
ん
の「
ど
ん
な
活
動
が
あ
る
の
」「
こ
ん
な

活
動
を
し
た
い
」「
ど
う
活
動
し
た
ら
い
い
の
？
」と

い
っ
た
想
い
に
少
し
で
も
力
に
な
れ
る
よ
う
が
ん

ば
っ
て
い
き
ま
す
。

市民活動支援センター「ゆいっとサロン」
●開設時間：午後2時〜7時（情報交流館休館日の月曜日と

毎月末および土曜日と年末年始は休み）
●場　　所：〒028-3318 紫波中央駅前2-3-3
　　　　　   情報交流館1Ｆ市民スタジオ
●連 絡 先：☎676-2468／FAX 672-3618
●ブ ロ グ：http://yuittosaron.blog78.fc2.com/
●電子メール：yuitto@nifty.com

ゆいっとサロンを担う
ゆう・もあ・ねっとから

市
民
活
動・行
政・さ
ま
ざ
ま
な

主
体
の
中
間
支
援
を
し
ま
す

■問合せ　企画課　協働支援室　☎６７２-２１１１　内線３241
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健康と福祉の情報コーナー

●
糖
尿
病
の
患
者
は
年
々
増
加

　

糖
尿
病
の
患
者
さ
ん
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す

が
、医
師
か
ら
糖
尿
病
と
い
わ
れ
て
も
治
療
せ
ず
に

放
置
し
て
い
る
人
が
３
、４
割
も
い
る
と
い
う
デ
ー

タ
が
あ
り
ま
す
。（
厚
生
労
働
省「
国
民
健
康
･
栄

養
調
査
」平
成
22
年
度
）

　

初
期
の
糖
尿
病
は
ほ
と
ん
ど
症
状
が
な
い
た
め
、

「
症
状
が
な
い
か
ら
大
丈
夫
」と
か「
具
合
が
悪
く

な
っ
た
ら
受
診
す
れ
ば
い
い
」と
考
え
て
し
ま
う
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、医
師
か
ら「
糖
尿
病
」

と
診
断
さ
れ
た
場
合
、自
然
に「
治
る
」こ
と
は
期

待
で
き
ま
せ
ん
。

●
人
工
透
析
患
者
の
44・５
％
は
糖
尿
病

が
原
因

　
自
覚
症
状
が
出
た
と
き
に
は
病
状
が
か
な
り
進

行
し
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

高
血
糖
の
状
態
が
続
く
と
血
管
の
壁
に
負
担
が

か
か
る
た
め
、合
併
症
は
全
身
に
起
こ
り
ま
す
。

　

特
に
最
近
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
腎
臓
の
働
き

が
低
下
し
、人
工
透
析
と
い
う
治
療
を
始
め
る
人

が
増
え
て
い
る
こ
と
で
す
。新
規
に
人
工
透
析
治
療

を
始
め
た
人
を
調
べ
る
と
、そ
の
原
因
の
ト
ッ
プ
は

糖
尿
病
で
44・5
％
で
す
。（
２
０
０
９
年
日
本
透
析

医
学
会
統
計
調
査
）

●
健
康
診
査
で
早
期
発
見

　

将
来
糖
尿
病
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
可
能
性
は

誰
に
で
も
あ
り
ま
す
。健
康
診
査
を
受
け
、そ
の
リ

ス
ク
に
早
く
気
づ
き
予
防
す
る
こ
と
、病
状
に
合
わ

せ
た
治
療
を
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

年
に
1
回
の
検
査
で
血
糖
値
や
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
Ａ

１
ｃ（
１
～
２
カ
月
前
の
血
糖
の
状
態
を
推
定
）の

値
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。職
場
の
健
康
診
断
や
町
の

特
定
健
康
診
査
で
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、ク
レ
ア
チ
ニ
ン
検
査
が
項
目
に
含
ま
れ

て
い
る
場
合
は
、そ
の
値
に
も
注
目
し
て
く
だ
さ

い
。腎
臓
の
機
能
が
低
下
す
る
と
血
液
中
の
ク
レ

ア
チ
ニ
ン
濃
度
が
上
昇
し
ま
す
。

●
結
果
を
見
る
時
の
ポ
イ
ン
ト

①
今
年
と
過
去
の
結
果
と
比
べ
、変
化
を
見
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

②
体
重
や
Ｂ
Ｍ
Ｉ（
体
格
指
数
）な
ど
の
変
化
に
も

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

人工透析の影に糖尿病あり？健
康

【
人
工
透
析
と
は
】

　

腎
臓
に
は
、血
液
を
ろ
過
し
て
老
廃
物
を
取
り
除
き
、

尿
を
作
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。腎
臓
の
働
き
が
低
下
す
る

と
体
内
に
毒
素
が
残
り
命
に
か
か
わ
り
ま
す
。こ
の
腎
臓

に
代
わ
っ
て
、血
液
を
い
っ
た
ん
体
の
外
に
出
し
て
人
工
腎

臓
と
呼
ば
れ
る
機
器
で
ろ
過
を
す
る
治
療
が
人
工
透
析

で
す
。

　

一
般
的
に
週
3
回
の
通
院
が
必
要
で
、１
回
の
治
療
時

間
は
4
時
間
程
度
か
か
り
、医
療
費
も
大
変
高
額
で
す
。

町
内
で
は
、平
成
23
年
に
は
72
人
が
人
工
透
析
治
療
を

行
っ
て
い
ま
す
。

8.8

0.6
3.4

6.7

13.2 14.7

全 体 30-39歳 40-49歳 50-59歳 60-69歳 70歳以上

全 体 30-39歳 40-49歳 50-59歳 60-69歳 70歳以上

0

5
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25

0

5
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15
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25

16.1

4.3
8

15.1

23.4 23.6

0

20

40

60

80

100
（％）

男性

26.3

11.1

3.2

59.4

女性

23.9

9.6

3.9

62.7

■継続して治療中
■過去に中断した
が、現在治療中
■過去に治療を受
けたことがある
■治療を受けたこ
とない

糖尿病といわれた
ことがある人の
治療状況（３０歳以上）

糖尿病といわれたことがある人の割合（３０歳以上）
（％）

（％）

男性

女性

資料：厚生労働省「国民健康･栄養調査」平成22年度

森川保健師
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夏野菜のポテトサラダ
＊からだよろこぶヘルシーレシピ＊

夏野菜には、体を冷やしてくれる効果があるといわれています。
これからの季節、上手に取り入れてみましょう。

〔サラダを入れるカップ〕
Aトマトとパプリカはヘタを切り落とし中身を取り除く。
Bズッキーニは皮を部分的にむいて筒状に切り、中身を取り除く。さっとゆでて冷水

にとる。
〔２種類のポテトサラダ〕
1 ジャガ芋をゆでてつぶす。ニンジンはさいの目に切りゆでる。キュウリもニンジン

と同じ大きさのさいの目に切る。玉ネギは薄切りにして水にさらす。
2 卵はゆで卵にして粗みじんにする。ツナ缶は油を切る。
3 ジャガ芋と玉ネギ、マヨネーズを和え、塩・こしょうで味を調えたら２つに分ける。
4 一つ目はジャガ芋、ニンジン、キュウリ、卵をあえてAの器に詰める。
5 二つ目はジャガ芋、ツナ缶をあえ、Bの器に詰める。

トマト………………………… ２個
パプリカ（黄）… …………… １個
ズッキーニ…………………… １本
ジャガ芋……………………… ２個
キュウリ………………………1/2本
ニンジン………………………1/2本

ゆで卵………………………… １個
ツナ缶………………… 小缶…1/2個
玉ネギ…………………………1/8個
マヨネーズ…………………… 適宜
塩・こしょう… ……………… 適宜

材料（４人分）

つくりかた

　
町
に
あ
る
３
つ
の
会
を
紹
介
し
ま
す
。関
心
が
あ
る
人
や
賛
同
さ

れ
る
人
は
、お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
さ
く
ら
会（
精
神
障
が
い
者
当
事
者
会
）

昭
和
53
年
結
成
、会
員
43
人（
平
成
23
年
度
末
）

　

月
１
回
程
度
集
ま
り
、
お
互
い
に
体
験
談
な
ど
を
話
し
た
り
、
ス

ポ
ー
ツ
や
調
理
実
習
な
ど
を
通
じ
て
交
流
を
深
め
た
り
し
な
が
ら
、
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
家
族
会

や
地
域
と
の
交
流
も
あ
り
ま
す
。

◎
紫
幸
会（
精
神
障
が
い
者
家
族
会
）

昭
和
48
年
結
成
、会
員
35
人（
平
成
23
年
度
末
）

　

障
害
者
の
よ
き
援
助
者
に
な
る
よ
う
に
、
こ
こ
ろ
の
病
の
正
し
い
知

識
を
持
っ
て
、
会
員
同
士
の
悩
み
の
共
有
を
図
り
、
お
互
い
が
元
気
に

な
れ
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
「
お
し
ゃ
べ
り
会
」の
開
催
の
ほ
か
、他
市
町
村
の
家
族
会
と
も
交
流
し

て
い
ま
す
。

◎
ゆ
い
っ
こ
の
会（
紫
波
町
精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

平
成
10
年
発
足
、会
員
23
人（
平
成
23
年
度
末
）

　

精
神
障
害
者
と
共
生
で
き
る
社
会
を
目
指
し
、精
神
障
害
者
の
作
業・

生
活
訓
練
を
共
同
で
行
っ
て
い
ま
す
。さ
く
ら
会
や
紫
幸
会
の
会
員
と
交

流
を
深
め
な
が
ら
、イ
ベ
ン
ト
の
企
画
や
参
加
に
も
協
力
。機
関
誌「
ゆ

い
っ
こ
通
信
」の
発
行
、研
修
会
へ
の
参
加
、会
員
の
情
報
交
換
な
ど
、資

質
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

ご
存
知
で
す
か
？

精
神
障
が
い
者
の「
当
事
者
会
」

「
家
族
会
」「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
」

心のほっと相談室

器になる野菜の
大きさによって、
ジャガ芋の分ける
量を調整して
ください。

紫波町食生活改善推進員協議会　水分地区会員　須川久美子さんのレシピです

■問合せ・相談　福祉課　福祉推進室　☎672-6864（直通）　有線01-8921
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赤
石
地
区
の
五
郎
沼
で
7
月
28
日
、古
代
蓮
ま

つ
り
が
開
か
れ
ま
し
た
。気
温
が
33
度
を
超
え
る

猛
暑
の
中
、約
１
０
０
人
が
訪
れ
、佐
比
内
金
山

太
鼓
保
存
会
の
演
奏
や
、南
日
詰
大
神
楽
保
存

会
の
踊
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。第
二
部
の
講
話
で

は
、中
尊
寺
佐
々
木
秀
圓
参
与
が
、世
界
遺
産
登

録
後
の
中
尊
寺
の
様
子
や
、五
郎
沼
の
ハ
ス
の
見
事

さ
に
つ
い
て
語
り
、紫
波
町
平
泉
関
連
史
跡
連
携

協
議
会
の
佐
々
木
忠
夫
会
長
は
、宇
都
宮
市
に
残

る
火ひ

づ
め詰

五
郎
俊
衡
に
ま
つ
わ
る
石
碑
や
習
わ
し
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

五
郎
沼
で
古
代
蓮は

す

ま
つ
り

町の話題
Hot News

土の感触も楽しみながらのにぎやかな種まき作業♪

胡堂さんの記念館でお茶会
彦部児童館　

野
村
胡
堂
・
あ
ら
え
び
す
記
念
館
で
７
月
10
日
、彦
部
児
童
館

の
子
ど
も
た
ち
21
人
と
そ
の
祖
父
母
が
招
か
れ
、お
茶
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。あ
ら
え
び
す
ホ
ー
ル
に
敷
物
と
床
の
間
が
準
備
さ
れ
、

小こ
ぼ
り
え
ん
し
ゅ
う
り
ゅ
う

堀
遠
州
流
の
宇
部
宗そ

う
ち
ょ
う澄
さ
ん
ら
３
人
が
お
点
前
を
披
露
。「
お
茶

の
作
法
を
経
験
し
、相
手
を
思
う
心
を
学
ん
で
ほ
し
い
」と
企
画
し

た
同
記
念
館
の
野
村
晴
一
館
長
。同
児
童
館
年
長
組
の
森
田
結
子

ち
ゃ
ん
は「
苦
い
お
茶
は
初
め
て
だ
け
ど
、お
い
し
か
っ
た
。ま
た
飲
ん

で
み
た
い
」と
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。終
了
ま
で
の
約
2
時
間
、

子
ど
も
た
ち
は
、い
つ
も
と
違
う
雰
囲
気
に
少
し
緊
張
し
た
面
持
ち

で
、抹
茶
を
い
た
だ
き
、最
後
に「
七
夕
」な
ど
、歌
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

し
て
い
ま
し
た
。

観客の前で竹の子舞を踊る南日詰大神楽保存会の子どもたち

教わったとおりの作法でみんな行儀が良くいただきました

　

梅
雨
明
け
近
づ
く
７
月
23
日
、上
平
沢
小
学
校

（
浅
沼
金
之
助
校
長
）の
５
年
生
18
人
が
、稲
藤

第
一
生
産
組
合
の
転
作
田
で
指
導
を
受
け
な
が

ら
ソ
バ
の
種
ま
き
体
験
を
行
い
ま
し
た
。同
校
の

総
合
的
な
学
習
の
一
環
と
し
て
、２
年
目
の
取
り

組
み
。児
童
た
ち
は
、一
人
一
人
小
さ
な
バ
ケ
ツ

に
ソ
バ
の
種
を
入
れ
て
持
ち
、空
中
に「
８
の
字
」

を
描
く
よ
う
に
し
て
畑
に
ま
き
ま
し
た
。藤
村

優
太
く
ん
は「
農
家
の
人
は
色
ん
な
苦
労
を
し
て

い
る
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。そ
ば
打
ち
で
、そ

ば
を
こ
ね
る
の
が
楽
し
み
」と
、秋
の
収
穫
後
の

体
験
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

ソ
バ
を
通
し
て
総
合
学
習

上
平
沢
小
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紫
波
第
三
中
学
校（
藤
原
美
智
雄
校
長
）

で
は
、７
月
４
、５
の
両
日
、１
年
生
59
人
が

福
祉
勤
労
体
験
学
習
を
、３
年
生
38
人
が

職
場
体
験
学
習
を
行
い
、町
内
外
の
８
施
設

17
企
業
で
活
動
を
行
い
ま
し
た
。こ
の
内
、デ

イ
サ
ー
ビ
ス
施
設
え
ん
ど
り
上
平
沢（
小
田

中
次
男
代
表
）で
は
、生
徒
た
ち
が
、七
夕
飾

り
づ
く
り
や
入
浴
後
の
お
世
話
、昼
食
支
援

な
ど
を
体
験
。熊
谷
未
来
さ
ん
は「
み
な
さ

ん
に
喜
ん
で
も
ら
い
、や
っ
て
良
か
っ
た
と
思

い
ま
し
た
」と
充
実
し
た
表
情
で
し
た
。

　

子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
に
こ
に

こ
広
場（
鷹
觜
靖
子
代
表
）は
７
月
19

日
、水
分
公
民
館
で
お
や
つ
作
り
講
習

会
を
開
き
ま
し
た
。水
分
地
区
の
紫
水
会

（
須
川
久
美
子
代
表
）の
メ
ン
バ
ー
が
指

導
に
当
た
り
、参
加
し
た
13
人
の
お
母
さ

ん
た
ち
が
、し
ょ
う
ゆ
団
子
と
具
だ
く
さ

ん
そ
う
め
ん
を
作
り
ま
し
た
。花
巻
市
か

ら
参
加
し
た
鎌
田
由
美
さ
ん
は「
体
験
し

な
が
ら
教
わ
っ
た
の
で
分
か
り
や
す
か
っ

た
。ま
た
参
加
し
た
い
で
す
」と
満
足
そ

う
で
し
た
。

子
育
て
マ
マ
が
伝
統

お
菓
子
づ
く
り
に
挑
戦
☆

「
茶
摘
み
」
の
歌
で
楽
し
く
交
流

三
中
生
が
就
労
体
験うるち粉のしとね

方などを教わる
参加者たち

プロの技を見逃
すまいとみんな
真剣な表情です

　

町
野
球
協
会（
深
澤
剛
会
長
）は
７
月
７
日
、子
ど

も
た
ち
に
夢
を
持
っ
て
野
球
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
た

め
、つ
ば
め
ス
ポ
ー
ツ
振
興
協
会
紫
波
野
球
教
室
を

開
催
し
ま
し
た
。交
流
の
あ
る
大
槌
町
吉
里
吉
里
小

学
校
や
矢
巾
町
を
含
む
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
9
団
体

１
６
５
人
が
参
加
。プ
ロ
野
球
チ
ー
ム
ヤ
ク
ル
ト
ス
ワ

ロ
ー
ズ
の
元
選
手
６
人
が
指
導
し
ま
し
た
。昭
和
60
年

ま
で
の
現
役
時
代
に
１
９
０
勝
を
上
げ
た
松
岡
弘
氏
は

「
あ
い
さ
つ
や
礼
儀
作
法
を
大
切
に
。守
備
も
打
撃
も

ア
ス
リ
ー
ト
ポ
ジ
シ
ョン
。投
手
は
打
者
に
打
た
せ
る
こ

と
を
考
え
て
」な
ど
と
ア
ド
バ
イ
ス
。バ
ッ
テ
リ
ー
組
に

参
加
し
た
赤
石
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
森
保
尚
也

君
は「
初
め
て
教
わ
っ
た
技
術
も
あ
っ
て
い
い
経
験
に
な

り
ま
し
た
。チ
ー
ム
が
勝
て
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
」

と
、生
き
生
き
と
し
た
表
情
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

元
プ
ロ
野
球
選
手
が
指
導

夢
の
野
球
教
室

　

長
岡
地
区
の
中
高
生
で
構
成

さ
れ
る
長
岡
ジ
ュニ
ア
ワ
ン
ズ
が
企

画
運
営
し
た「
ゆ
め
あ
か
り
」は
、

７
月
28
日
に
農
村
公
園
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。約
１
７
０
人
の
来

場
者
が
、夏
の
夜
に
揺
ら
め
く
ゆ

め
あ
か
り
を
眺
め
な
が
ら
、児
童

生
徒
の
踊
り
や
バ
ン
ド
演
奏
、マ
ン

ド
リ
ン
シ
ン
ガ
ー
清き

よ
み心
さ
ん
の
演

奏
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。「
活

気
の
あ
る
長
岡
に
な
って
ほ
し
い
」

と
代
表
の
横
沢
能よ

し
ひ
ろ大
君
。子
ど
も

た
ち
の
頼
も
し
い
姿
と
、会
場
が一

体
と
な
っ
た
合
唱
に
、地
域
の
温

か
さ
が
表
れ
て
い
ま
し
た
。

地域の思いをのせて
長岡でゆめあかり

ゆめあかりの優しい光の中、手を取り合っての大合唱



日詰駅前地区の 
新しい郵便番号が 
決まりました

　区画整理が行われた日詰駅前地
区は、土地の名称変更（住所変更）に
伴い、6月29日から郵便番号が変更
になりました。※土地の名称変更（住
所変更）がなかった地区は、郵便番
号の変更もありません。

対 象 地 区： 日詰駅前一丁目
 日詰駅前二丁目
新郵便番号： 028-3310

■問合せ　町民課　町民窓口室 
672-2111 内線1423

　９月1日は防災の日　
「防災週間」8月30日〜9月5日

　地震による家具の転倒防止や、い

ざというときに慌てないように、地
域内の危険箇所を確認し、避難場所
や緊急時の連絡方法を、家族で話し
合いましょう。　
　また、町内会で防災座談会を開催
し、ご近所同士で防災意識を高める
ことも重要です。
■問合せ　紫波消防署
☎６７６-７１１９

新幹線走行試験 
ご協力のお願い

　ＪＲ東日本は、次の日程の夜間か
ら早朝（午後11時〜午前5時）にか
けて、新幹線の走行試験を実施しま
す。皆さんのご理解とご協力をお願
いします。
■日程　8月23日・27日・30日、
9月6日・13日・20日・27日・29日、
10月4日

※都合により日程を変更することが
あります。
■問合せ
東日本旅客鉄道株式会社
盛岡支社設備部　☎625-4065

■弁護士無料相談会
　土地関係、会社関係、多重債務な
ど、さまざまな内容を受け付けま
す。企業など個人以外でも利用可
能です。ご予約の上お出かけくだ
さい。
■日時　９月７日（金）　午前１０時〜
午後３時
■会場　総合福祉センター
■申込・問合せ　社会福祉協議会
☎６７２-３２５８（要予約）

広告を募集しています
町内全世帯に配布される
町の広報『紫波ネット』に

お店や企業の広告を載せてみませんか？
詳しくはお問い合せください。
掲載料　1枠10,500円（税込み）

◆ 申込・問合せ ◆
企画課  情報政策室　☎672-2111  内線3232

* joho@town.shiwa.iwate.jp

求む紫波中央駅徒歩圏内の
中古住宅・住宅用地

その他、各種不動産についてのご相談も受け賜ります。
お見積もり・ご相談は無料です。お気軽にどうぞ！！
岩手県知事免許（１）第２４４０号・全日本不動産協会会員

（株）紫波中央不動産
〒028-3305 紫波郡紫波町日詰字丸盛222-1（ユニバースそば）

電話019-671-2161 紫波中央不動産 検索

相談

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

児
童
手
当
の
現
況
届

　
６
月
以
降
の
児
童
手
当
を
受
け
る
に
は
、受
給
者

の
６
月
１
日
の
状
況
を
記
載
し
た「
現
況
届
」の
提
出

が
必
要
で
す
。手
当
を
引
き
続
き
受
け
取
る
要
件
を

満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、提
出
さ
れ
た

現
況
届
で
確
認
す
る
た
め
、現
況
届
の
提
出
が
な
い

場
合
は
、６
月
以
降
の
手
当
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ 

福
祉
課　
こ
ど
も
室

 

☎（
６
７
２
）２
１
１
１ 

内
線
１
５
３
３

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養

手
当
現
況
届
は
お
早
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
→
８
月
31
日（
金
）ま
で

　
児
童
扶
養
手
当
は
、18
歳
到
達
後
の
最
初
に
訪
れ

る
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
児
童
を
養
育
し
て
い

る
母
子・父
子
家
庭
な
ど
に
支
給
さ
れ
る
手
当
。（一

定
の
障
害
が
あ
る
場
合
は
20
歳
未
満
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
→
９
月
10
日

（
月
）ま
で

　
20
歳
未
満
の
心
身
障
害
児
を
養
育
す
る
父
母
ま

た
は
養
育
者
に
対
し
て
支
給
さ
れ
る
手
当
。

　
受
給
資
格
が
あ
る
人
は
、毎
年
手
続
き
が
必
要
で

す
。手
続
き
を
し
な
い
場
合
は
、８
月
以
降
の
手
当

を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　
福
祉
課　
☎（
６
７
２
）２
１
１
１

　
　
　
　
　
児
童
扶
養
手
当
：
内
線
１
５
３
３

　
　
　
　
　
特
別
児
童
扶
養
手
当
：
内
線
１
５
２
４

児
童
扶
養
手
当
現
況
届 

特
別
児
童
扶
養
手
当
所
得
状
況
届
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福祉のしごと地域 
就職フェアin花巻

　福祉の職場に関心のある人や就
労を希望している人を対象に、福祉
施設や事業所などが説明を行いま
す。申込不要で参加無料ですので、
お気軽にお出かけください。
■日時　９月１日（土） 午後0時30分〜
■会場 ホテルグランシェール花巻
■内容 オリエンテーション、面接対
策講座、個別面談など
■問合せ　県社会福祉協議会（福祉
人材センター）☎673-4522

胸キュン  紫波キュン 
LOVEドッキュン 
3rd SEASON

　勤労青少年ホームが主催する出
会い支援事業です。ボウリングや立
食パーティーを通じて交流します。
お申し込みの上お出かけください。
■日時 9月30日（日）午後１時盛岡
駅集合（全てバス移動）午後７時30
分解散予定
■会場 盛岡スターレーン、盛岡グ
ランドホテル
■対象　20歳代〜30歳代の独身
男女（各15人程度）　
■参加費　男性5000円　女性
3000円（女性に限り2人以上の申し
込みで一人2500円）

■申込・問合せ　8月31日（金）まで
勤労青少年ホーム　☎676-2344

■看護職の再就業を支援
　再就業を目指す看護職の人に対し
て、医療看護の新しい知識や技術の習
得を支援する研修会が開かれます。
■対象　現在看護業務に従事して
いない有資格者（保健師、助産師、看
護師、准看護師）
■日程　９月24日（月）〜28日（金）
の5日間
■会場　社団医療法人啓愛会孝仁
病院
■受講料　無料
■申込・問合せ　９月3日(月)まで
公益社団法人岩手県看護協会 岩手
県ナースセンター　☎663-5206

フルーツＤＥあま〜い
婚活ツアー

　ぶどう狩りとピザ作り体験をしな
がら独身男女が出会う「婚活ツアー」
が開催されます。参加を希望する人
は、事前にお申し込みの上、お出か
けください。
■日時
９月15日（土）午後1時30分〜7時
■会場 紫波フルーツパーク（ＪＡい
わて中央本所前からバスで移動）
■対象

（男性）ＪＡいわて中央組合員家族で
30歳以上の独身者

（女性）30歳以上の独身者
■定員　男女各10人

■参加費　男3000円、女2000円
■申込･問合せ
８月24日(金)まで
希望者は、住所、氏名、性別、職業、趣
味、電話番号を明記しお申し込みく
ださい。
〒028-3307 桜町字上野沢38-1
ＪＡいわて中央営農販売部営農企画
課あて
☎676-3218　FAX672-1595

■行政嘱託員の採用試験
　町の一般行政事務に従事する行
政嘱託員（非常勤）の採用試験を実
施します。
■応募資格　高校以上を卒業した
60歳未満の町内在住者
■任期　10月１日〜12月31日（再
任することがあります）
■試験　作文と個別面接により選考

（合格者を採用候補者名簿に登録。
登録後すぐに採用されるものではあ
りません）
■勤務条件
勤務時間は週33時間45分以内。報
酬は経験などによって決定。
■申込方法　８月30日（木）までに
申込用紙などの必要書類を総務課
に提出。申込用紙などは総務課職員
管財室で配布。
■問合せ　総務課　職員管財室
☎672-6867（直通）
有線01-2825

紫波町小屋敷字新在家90番地

FAX 019-673-8556
019-673-8555

ラ・フランス温泉館URL  http://www.lafrance.co.jp/
検 索ラ・フランス温泉館

つるりん

ハダカのおつきあいで一家だんらん。

期間
8月11日土
～19日日

大人入浴回数券 10回5,000円

➡12回5,000円

回数券
特売セール

紫波町遠山字松原1-11（道の駅紫波の裏手）（株）紫波フルーツパーク（紫波町第三セクター）
URL http://www.shiwa-fruitspark.co.jp/☎019-676-5301

お買い求めは県内酒販店・スーパー・百貨店にて

お盆や
お土産に
紫波の
ワインを

洋風露天風呂
リニューアルオープン! 

暮らしの情報

紫波ネット2012 8月号21

お知らせ

催し



岩手県紫波郡紫波町桜町字上野沢278 
☎676-7676 FAX676-4404

中央葬祭センター「シンセラホール紫波」

シンセラホール紫波中央葬祭
センター

い草座布団
販売中
い草座布団
販売中

しらゆり会員
10％割引
しらゆり会員
10％割引
しらゆり会員
10％割引

　 ウエノ不動産管理（有） 
☎671-2072  　　671-2073
 日詰字下丸森9-4 （養老乃瀧 紫波町店となり）

ウエノ不動産管理 検索

FAX

紫波町に定住・住替を
お考えの皆さんへ
理想の住まい探しを
サポートします。

（社）全日本不動産協会会員  東北地区不動産公正取引協議会会員
 岩手県知事免許（2）2255号

最新情報はホームページへ

この街で宅地・建物の売買、仲介、
自社開発分譲を手がけています。
ご成約された被災者の方には
特典をご用意しています。
※詳しくはお問合せください。

郵便はがきまたは電子メールで、住所、氏
名、年齢、電話番号、答え、『紫波ネット』の
感想や町へのご意見などを記入の上、ご応
募ください。８月３1日（金）まで。
〒028-3392紫波町役場 企画課情報政策室

「英語クイズ」係 電子メールjoho@town.
shiwa.iwate.jp

【先月号の質問（和訳）】
アジサイで有名な 

陣ヶ岡の神社の名前は
何でしょう。

【答え】 蜂神社

●オガールプラザは、品のあるデザイン
で気に入りました。特に屋根のあるアプ
ローチがすてきですね。おしゃれなカ
フェにもビックリしました。
(日詰・40歳代)

寄せられたご意見・ご感想

サマーイングリッシュスクール（日詰
公民館）に参加した児童たちと指導
したミカさん（左）、ハワードさん（右）

What world-wide 
quadrennial sports event 

is held this month?

正解者の中から抽選
で

記念品をプレゼント

　
エ
フ
エ
ム
岩
手
の
番
組
、

紫
波
こ
び
る
Ｆ
Ｍ
の
Ｃ
Ｍ

が
、昨
年
の
広
告
作
品
を

審
査
す
る
第
43
回
岩
手

広
告
賞
の
最
高
賞
、広
告
賞（
ラ
ジ
オ
部
門
）を
受

賞
し
ま
し
た
。受
賞
し
た
の
は
、番
組
の
視
聴
者
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
紹
介
し
た
３
つ
の
Ｃ
Ｍ
。パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー

の
近
藤
菜
穂
子
さ
ん
が
中
年
男
性
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

役
、リ
ポ
ー
タ
ー
の
中
村
裕
子
さ
ん
が
若
い
ク
ー
ル
な

Ｏ
Ｌ
役
と
し
て
登
場
。テ
ン
ポ
の
い
い
掛
け
合
い
の
何

と
も
言
え
な
い
面
白
さ
が
、審
査
員
の
心
を
つ
か
ん
だ

よ
う
で
す
。デ
ィ
レ
ク
タ
ー
も
兼
ね
る
中
村
さ
ん
は「
リ

ス
ナ
ー
に
印
象
づ
け
る
よ
う
に
毎
回
考
え
て
い
ま
す
。

受
賞
を
励
み
に
、皆
さ
ん
に
も
っ
と
喜
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
な
番
組
作
り
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
で
す
」と

喜
び
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　
紫
波
こ
び
る
Ｆ
Ｍ
は
、毎
週
火
曜
日
、午
後
３
時
か

ら
、エ
フ
エ
ム
岩
手
に
て
放
送
中
で
す
。町
の
観
光
や
物

産
、イ
ベ
ン
ト
の
情
報
な
ど
が
放
送
さ
れ
て
い
ま
す
。 紫波こびるＦＭの番組スタッフ、左から

近藤菜穂子さん、中村裕子さん、伊藤詩麻さん

紫波こびるＦＭに
岩手広告賞
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町
と
紫
波
町
水
道
協
同
組
合（
小

田
島
護
理
事
長
）は
７
月
11
日
、「
災

害
等
非
常
時
に
お
け
る
応
急
復
旧
工

事
に
関
す
る
協
定
」を
結
び
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、同
組
合
の
前
身
で

あ
る
紫
波
町
水
道
工
事
店
組
合
と
の

間
で
、平
成
11
年
９
月
６
日
に
取
り

交
わ
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、今
年
６

月
１
日
に
同
組
合
が
法
人
化
し
た
こ

と
に
伴
い
、改
め
て
協
定
を
締
結
し

直
し
た
も
の
で
す
。

　

協
定
締
結
に
よ
り
、災
害
時
に
お

け
る
水
道
施
設
の「
応
急
復
旧
工
事
」

「
応
急
給
水
」「
復
旧
用
資
機
材
提
供
」

「
漏
水
調
査
」な
ど
が
、速
や
か
に
実

施
さ
れ
ま
す
。

調印後に握手を取り交わす小田島譲理事長と藤原孝町長

災害時の復旧工事
水道協同組合と協定

S P O T ＊ N E W S

　

昨
年
の
東
日
本
大
震
災
以
来
、再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
話
題
が
多
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。ロ
シ
ア
で
起

き
た
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
子
力
発
電

所
の
事
故
発
生
を
、20
年
前
は
、他

国
の
こ
と
と
見
過
ご
し
て
き
ま
し
た

が
、今
回
、福
島
県
で
起
き
た
原
発

事
故
以
来
、意
識
が
大
き
く
転
換
し

ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
を
教
訓
に
、そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
で
環
境
に
優
し
い
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
求
め
る
こ
と
が
模
索
さ
れ

て
い
ま
す
。現
在
、再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
種
類
は
、開
発
途
上
も
合
わ

せ
る
と
数
多
く
あ
り
ま
す
が
、紫
波

町
に
適
し
た
も
の
と
な
る
と
限
ら
れ

て
き
ま
す
。例
え
ば
、風
力
発
電
、太

陽
光
発
電
、太
陽
熱
活
用
、木
質
バ

イ
オ
マ
ス
、小
水
力
発
電
な
ど
が
、そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
か
ら
発
生
す
る
も
の

で
活
用
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、現
在
、オ

ガ
ー
ル
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
、再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
供
給
す
る

施
設
設
置
を
計
画
し
て
お
り
、当
町

と
し
て
は
、木
質
バ
イ
オ
マ
ス
、太
陽

光
、太
陽
熱
を
活
用
し
、オ
ガ
ー
ル
エ

リ
ア
内
に
整
備
を
予
定
し
て
い
る
役

場
庁
舎
・
民
間
施
設
2
棟
・
住
宅
地

へ
の
地
域
内
供
給
を
目
指
し
て
い
ま

す
。そ
し
て
先
頃
、オ
ガ
ー
ル
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
先
進
的
事
例
と
共
に
示

し
た
こ
の
計
画
が
、国
か
ら
事
業
採

択
を
受
け
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

先
進
地
で
あ
る
欧
州
諸
国
で
は
、

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
事
故
以
来
、原

子
力
発
電
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
、再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
を
研
究
し

て
き
て
お
り
、始
ま
っ
た
ば
か
り
の

我
が
国
と
の
技
術
差
は
20
年
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
は
資
源
輸
入
国
で
す
。高
い

危
険
を
侵
し
て
外
貨
を
支
払
い
な
が

ら
化
石
燃
料
を
浪
費
す
る
の
で
は
な

く
、町
に
お
い
て
は
、63
％
を
占
め
る

山
林
の
木
材
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

森
林
が
整
備
さ
れ
、域
内
産
業
で
雇

用
が
生
ま
れ
ま
す
。経
済
面
で
も
外

貨
を
支
払
う
こ
と
な
く
、地
域
で
循

環
さ
れ
、一
石
三
鳥
の
効
果
が
期
待

で
き
ま
す
。再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
整
備
に
つ
い
て
は
、多
く
の
町
民

に
ご
理
解
を
賜
り
な
が
ら
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
、ご
先
祖
様
を
敬
い
、

有
意
義
な
お
盆
を
お
過
ご
し
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
ご
祈
念
い
た
し
ま
す
。

藤
　
原
　
　
孝

町
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

町 長 か ら の メ ッ セ ー ジ

紫波町日詰字郡山駅２０９  ☎676-2838  日詰バス停前

佐藤時計店佐藤時計店

お買い物駐車場

仲　町
駐車場

よかろ●
松本精肉店●

GS● ●タクシー

http://www.meakashi.com

眼鏡屋 目明かし堂眼鏡屋 目明かし堂
有限会社 サトウ時計店

銭形平次のふるさと紫波町のメガネ店

≪新発売≫
サンテック・
コントラスト

普通のケータイ
のＱＲコード

CONTRAST
シーンに合わせて、発色、退色。
ひとつのメガネで快適な暮らしをサポートします。 
野外では紫外線A波とB波をカット
室内ではクッキリ明るい視界

紫外線に反応して発色するメガネレンズ

モニターキャンペーン　２枚１組30,000円サンテック店頭キットで
発色体験が出来ます。

古館駅

●中島歯科

至花巻 至盛岡４号線

●ローソン
加藤医院
　●

たもり
●文

〒028-3303紫波郡紫波町高水寺字古屋敷6-31
TEL019-676-5825 
OPEN8:40～CLOSE18:00

定休日／毎月曜日・第三日曜日

E-mail kamihikoki@posh.jp　

パーマ全種

【夏休み】 8月１３・１４・１５・１６日
【定休日】 毎月曜日

有効期限 ８月１７日から３１日まで

¥1,000割引!!
カラー全種
¥1,000割引!!

○クリープウェーブ（カットブロー別）…………………4,620円
○マカロンウェーブ(カットブロー別) …………………6,720円
○縮毛矯正ストレート  …………………………… 16,800円
○Milkカラー（カットブロー別）………………………3,675円
○天然ヘナ＆インディゴ（カットブロー別）……………4,200円
○ベースカット（S・Ｃ・Ｂ）………………………………4,935円

120分
150分

160分
110分

140分
45分

ウェーブが絶対いいね
耳元から下のカールが似合う貴女

相心舘

紫波ネット2012 8月号23



紫
波
の
伝
統
食
を
作
る

「
高
野
豆
腐
の
肉
詰
め
煮
」「
白
あ
え
」

　
オ
ガ
ー
ル
プ
ラ
ザ
に
あ
る
情
報
交
流
館
の
キ
ッ
チ
ン
ス
タ
ジ

オ
で
、伝
統
食
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
９
月
開
催
の「
伝
統
食
講
習
会
」は
、昔
、内
陸
に
住
む
人
々

に
と
っ
て
大
事
な
タ
ン
パ
ク
源
だ
っ
た
、大
豆
を
原
料
と
し
た

食
材
の
料
理
で
す
。白
あ
え
は
、イ
ン
ゲ
ン
の
代
わ
り
に
コ
ン

ニ
ャ
ク
や
ホ
ウ
レ
ン
草
、ワ
ラ
ビ
や
ゼ
ン
マ
イ
な
ど
、季
節
の
野

菜
や
山
菜
を
使
っ
て
も
お
い
し
く
い
た
だ
け
ま
す
。 

募集

高野豆腐 ………… ４個
鳥ひき肉……………１００ｇ
玉ネギ…………… １/４個
ニンジン…………… ２０ｇ
シイタケ …………… ２枚
油 ………………… 少々
ショウガ汁 ………… 少々
塩 ………………… 少々
かたくり粉 ………… 適量
絹さや……………… 適量
［煮汁］
だし汁……………２カップ
砂糖 ……………大さじ２
みりん……………大さじ１
しょう油 …………大さじ１
塩 ………………… 少々

木綿豆腐 ………… １丁
サヤインゲン ………２００ｇ
ニンジン…………… ３０ｇ
シメジ ……………１パック
白ごま……………大さじ３
［調味料］
砂糖 ……………大さじ２
塩 ………………小さじ１
しょう油 …………小さじ１

高野豆腐の肉詰め煮（４人分）
レシピ

「
食
の
匠
」

 

細
川
玲
子
さ
ん
の

 

伝
統
食
講
習
会
④

サヤインゲンの白あえ（４～6人分）
■
日
時
　
９
月
29
日（
土
）午
前
10
時
〜
正
午

■
会
場
　
オ
ガ
ー
ル
プ
ラ
ザ

　（
情
報
交
流
館
内・キ
ッ
チ
ン
ス
タ
ジ
オ
）

■
募
集
人
員
　
10
人（
先
着
順
）

■
費
用
　
８
０
０
円（
材
料
費
な
ど
）

■
申
込・問
合
せ

　
受
付
開
始
は
８
月
20
日（
月
）午
前
９
時
か
ら

　
情
報
交
流
館
事
務
局

　
☎（
６
７
２
）２
９
１
８

①高野豆腐は、ぬるま湯に浸し
て戻し、横半分にして切り込
みを入れる。
②野菜をみじん切りにして、油
を少々引いて炒める。ひき肉
にショウガ汁、塩、炒めた野
菜を混ぜ合わせる。
③高野豆腐に②を詰め、詰め
口にかたくり粉をまぶす。
④煮汁を煮立て豆腐を並べ
て、弱火で１０分ほど煮詰め
る。
⑤器に盛りつけ、すじを取って
ゆでた絹さやを添える。

①豆腐に重しをして水切りして
おく。
②シメジは１本ずつばらして塩
ゆでする。サヤインゲンはゆ
でて３㌢ぐらいに切る。ニン
ジンは３㌢ぐらいの千切りに
してゆでる。
③白ごまをすり鉢ですり、水切
りした豆腐を加える。
④調味料を入れて味付けし、具
を混ぜ合わせる。


